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コムギのアカカピ病防除に関する研究 (1)
西門義
V"'.コムギ品種とアカカピ病感受性
同一作物でも品種によって病害仁対する抵抗力を異にすることはー般に知られている. この原因
がその品種の先天的特性と見なされる場合もあり，環境〈気象および栄養条件〉の変化仁より病
原菌に対する感受性が変ったこと仁よる場合もある.抵抗性品種を育成して栽培することは病害予
防対策の三大要素のーっとして極めて有効であるが，ある品種がある地方で被害軽微であっても，
かならずしもその品種が抵抗性ではないことがある.奨励品種はその地方の特殊事情に合せてその地
方の試験場を中心として選出決定しなければ，遺伝的な耐病性は論外としても環境の変化によって
感受性が異なり目的を達することができなし¥アカカピ病仁対する抵抗性は，麦の各種サピ病のよう
な純活物客生菌に対する抵抗性と同一視できない. Christensen (1929) らも決定的な抵抗性
品種を選出する仁至らなかった.筆者はコムギのアカカピ病に対する感受性を若干試験した，これで
コムギが本病菌仁対しどのような耐病性をあらわすか，また環境によってどのよう仁変化するかを明ら
か仁した.抵抗性品種育成研究の一指針となれば幸である.
1.コムギ穂の成熟程度とアカ力ピ病感受性との関係
コムギ穂は出穂後どの時期がアカカピ病菌にもっとも侵されやすいかを明らかにすることは，薬剤防
除の適期を知るために必要なだけでなく， 耐病性品種の検定もこの点を考慮しなければ， その選出
法を確立することはできない.筆者は多数の品種を用いてコムギ穂の成熟程度とアカカピ病感受性
との関係を明らかにするため数年にわたって実験した.その結果，出穂開花以後の感染率の変化の
様子から多数のコムギ品種を3若手の感染型に類別できることがわかった.
材料と方法 接種仁用いたアカカピ病菌は No.1266菌株でこの菌株の純粋培養でえられた
分生胞子の懸濁液を接種源とし，コムギ穂に噴霧接種した.接種には接種室を用い天井および側
面に張った布に上から常に散水して室内を湿潤にした.
用いたコムギ品種は農林省中国小麦試験地から分譲を受けた各地方の代表的な約70品種であ
った. 5株植にした各品種を20鉢から50鉢ずつ供用し栽培した.出穂日は穂が止業から脱けた
日附とし，開花日は穂の中央部の小穂が開花し始めた日附として，各穂について記録した.出穂
開花後種々の日数を経たコムギ仁接種室で前記アカカピ病菌を接種した.接種後接種室に3日
間，あるいは2日間おき，その後日光の直射と降雨を受けない場所に移し. 8~10 日後仁発病歩
合を調べた.発病歩合は開花日からの経過日数の等しい穏について，各穂の小穂数と発病小穂数
のそれぞれの総計から各期日の発病歩合を求めた.
実験結果 上記方法仁よって行なった接種試験の結果は第44表に示した. この結果から
開花後の経過日数を横軸にし，発病歩合を縦軸にとって図表に示し，この曲線の傾向からつきの3
群に類別した.なお品種名の後の括弧内の数字は実験の年度を示し， (36)は1936年， (37)は
1937年の意味である.※印は1936年と1937年の実験結果が同一部類(群〕に入らなかったものを
示した.
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第1群 発病歩合が開花当時仁最高でその後時日の経過につれて減少する.
岩手相州 (36，37) 畿内 114号 (37)
鴻巣 25 号 (36) 赤皮赤 (37)
ベル ベッ ト(36) 米 1 号 (37)磁
第2群 発病歩合が開花後ある期聞は接種時期によって大差なく，その後減少する.
iま
第 44表 コムギ穂の成熟程度とアカカピ病感受性との関係
岩手相州 相州 長林4号 金比緩 優勝旗 赤違摩
喜子繁喜子露 F霧打害 Fl喜望弓雲
前 6 96.9 
当日 113 96.1 
1日後 220 95.0 
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157 94.2 
368 92.0 
166 90.5 
215 88.0 
218 86.5 
12 83.6 
107 81.0 
80 78.2 
82 74.4 
207 69.3 
268 63.2 
229 57.0 
154 51.8 
193 48.0 
40 45.9 
69 43.8 
181 39.5 
40 32.4 
96 23.8 
55 16.0 
13 9.6 
168 5.0 
34 2.3 
18 0.8 
71 70.6 179 69.0 
66 71.4 310 70.5 
60 72.1 200 73.2 
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100 76.8 
32 79.9 
76 83.3 
212 86.4 
46 89.3 
92 91.8 
297 93.6 
175 94.6 
99 94.3 
126 93.6 
207 90.9 
35 89.4 
69 83.3 
303 79.3 
342 75.0 
118 70.0 
102 65.1 
186 78.6 
367 81.8 
169 83.6 
103 83.8 
37 83.7 
29 83.9 
37 85.6 
45 87.8 
102 90.0 
57 91.1 
56 91.5 
236 90.6 
95 87.8 
56 81.3 
59 70.6 
54 57.1 
120 43.4 
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109 21.7 
45 19.9 
142 19.5 
380 31.8 68 
331 27.8 
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第10図優勝旗(第3群B)
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(A)開花後1週間は発病歩合仁大差がない.
相 州 (36，37) 鴻巣 4 号 (36)
埼玉小麦 27号 (36，37) 改良早生小麦1号 (36)
宮城相州 58号 (36)・ 宝 満
早生入梅 (36) ブサ 12 号 (36，37) 
軍配 7 号 (36) 早坊主 (37)
(B)開花後約2週間は発病歩合に犬養がない.
農林 4 号 (36，37) 西海 45 号 (36.37) 
農林 5 号 (36)・ 白毛南京 (36，37) 
岩手資撰 1号 (36) 宮城相州 58号 (37)・
細 稗 (36，37) 白ポロ 21 号 (37)・
西 村 (36，37) 金比羅 (37)・
熊本小麦 (36，37) 西海 62 号 (37)
第3群 発病歩合が開花後いちど上昇いその後減少する.
(A) 開花後 3~5 日で発病歩合肱最高仁なりその後減少する.
金比羅 (36)・ 農林 3 号 (37)
農林 2 号 (36，37) 農林 6 号 (36，37) 
白満作×赤小麦3号 (37) 砂川逮摩 21号 (36，37) 
富 国 (37) 西海 55 号 (37)
宝満 1 号 (36，37) 畠回小麦 (37)
山口小麦 (37)- 白ブシブ (36，37) 
西国穂揃 (36，37) 南九州 1 号 (37)
オレゴン (37) 白ポロ 21 号 (36)・
伊賀筑後オレゴγ(36) 肥 後 1 号 (36)・
(B) 開花後 7~9 日で発病歩合11最高になりその後減少する.
優勝旗 (36) 農林 7 号 (36)・
富 田 (36) 白満作 (36，37) 
三州小竹 (36) 愛知赤竹 1号 (36，37) 
滋賀早生小麦 (36) 中 生 白 (36)
中生赤 (36) 三尺 2
無古珍子 (36) 山口小
中生相州 6号 (36，37) 伊賀筑
江島神力 (36) 早 小
白小麦 1 号 (36，37) 米 1 
新田早生 (36，37) 農林 5
赤 小 麦 (37) 北関東 14
(C J 開花後1l~13 日で発病歩合は最高になりその後減少する.
号 (36，37) 
麦 (36)・
後 (36，37) 
麦 (36)
号 (36)・
号 (37)・
号 (37)
赤達摩 (36，37) 農林 7 号 (37)・
農 林 1 号 (37) 中相州議内 5号 (36，37) 
西海 64 号 (37) 南九州 15 号 (37)
(162) -4ー
2.接種温度とコムギ品種のアカカピ病感受性との関係、
アカカピ病菌を接種する時の気温が， コムギのアカカピ病の感受性lこ影響するかEうかを明らか仁
し，またコムギ穂の成熟度どアカカピ病感受性どの関係もしらぺ，コムギ品種の感受性の強弱を検
定するために， 1938~40年の 3 年にわたって実験した.
材料ど方法 用いたコムギ品種は 1938年には農林2号，農林3号，白毛南京，岩手相州，
接種温度とコムギ品種のアカカピ病発病歩合との関係
( 1) 1938年の実験
第 45表
発病歩合
" 10.9 
55・7
13.6 
4.2 
5.0 
2O"C 
私室
698 
625 
872 
214 
917 
発病歩合
'‘ 51.0 
84.4 
73.4 
63.0 
38.8 
30ρc 
m査
小穂敏
農林 2 号 918 
農林 3 号 557 
白毛南京 850 
岩手相州 316 
宝満 1082
(1) 1939年の実験
大型接種箱 小型接種箱 大型接種箱 小型接種箱
貢~張扇町歪可扇育室否扇面否奇麗
SS4383mm-g 蜘 3.341823
2451 7.4 415 54.5 2887 4.3 307 6.2 
4759 7.6 454 28.3 5688 4.5 428 4.9 
1722 30.1 228 57.9 1912 8.9 284 8.5 
2725 25.4 391 52.4 2469 8.3 325 5.2 
22ゆ9 22.5 260 37.3 2416 7.8 260 3.9 
1771 27.7 312 51.3 1銃犯 9.4 251 5.6 
1524 31.4 198 83.6 2ω2 8.0 72 16.7 
162泡 27.1 269 52.8 1943 8.6 214 8.9 
200C 300C 
相州
軍配 7 号
新中長
新田早生
細稗
白満作
江島神力
北関東 14号
プサ・ 12 号
?
?
?
???
?
?
?? ????
?
?
?
???
2OOC 
型遥
2933 
1950 
2825 
2124 
3581 
2545 
(1) 1940年の実験
.織歩合
志F
48.4 
63.8 
33.8 
25.5 
33.3 
自演作
江島神力
北関東 14号
プサ 12 号
相 州
軍配 7 号
(163) -5ー
宝満の5品種， 1939年lこは相州，軍配7号，新中長， 新田早生， 細稗， 白満作，江島神
力，北関東 14号，ブサ12号の9品種， 1940年仁は白満作，江島神力，北関東 14号，ブサ
12号，相州，軍配7号の6品種であった. これらのコムギは直径および高きが各 18cmの植木鉢
仁栽培して，出穂後ただち仁ガラス室内に移し降雨をさけて自然感染による発病の機会をなくした.
これらのコムギは開花日から， それ以後種々の日数を経てからそれぞれ接種箱に移し，一昼夜の後
アカカピ病菌を噴霧接種した 接種に用いたアカカピ病菌liNo. 1266菌株で分生胞子をよく形
成する菌株であった. 純粋培養でできた分生胞子懸濁液をコムギ穂lこ噴霧接種して， 植物体上
の水滴がほぼ消失するのをまって， 消毒した器具で接種箱内仁水道水を噴霧し，箱内を十分湿潤
に保った. 接種箱には周囲二重ガラス張りの大型 (18Ocm立方)および小型 (110x 90 x 53cm) 
の恒温接種箱を用いた. 1938年の実験仁は小型接種箱を， 1939年には大型および小型接種箱
を， 1940年仁は大型接種箱だけを用いた.接種温度は1938， 1939の両年とも 20。および 300C
の二つの温度で実験し， 1940年仁は200と270Cで実験した.
実験結果 第45表(1)， (I)， (II)仁はそれぞれの年度の実験結果を示した.どの実
験でも接種温度 200Cの場合よりも 300C(または270C)の場合の方が発病歩合は著しく高か
った.実験Iの場合300Cでは新中長，相州などの品種は発病歩合が他の品種仁比べて低む
その差が大きかった.しかし200Cの接種温度では大型接種箱，小型接種箱のEちらの場合仁も，
相州，新中長などの品種の発病歩合は他の品種のそれとほとんど差はなかった.実験IIIの結果で
は実験Iで比較的抵抗性を示した相州，軍配7号の両品種とも 200Cでもそれぞれ25.5%， 
33.3%とかなり高い発病歩合を示し，他の品種よりは幾分低い値ではあるが，実験Iで見られたよ
うな抵抗性は認められなかった.
第 46表 1939年の実験で大型接種箱300Cでのコムギ品種感染型
品 種 発病L開歩花合後最の高日の数時〕期 感染型
自 満 作 8-14 第 3群
江島神力 4-9 " 
細 稗 6-10 " 
新田早生 5-8 " 
北関東 14号 4-6 " 
プサ 12号 3-16 第2群B
3.コムギ品種の穂の種々の特性とアカカピ病感受性との相関関係
コムギ品種の穂の種々の形態的特性とアカカピ病発病歩合とに相関があるかEうかを明らかにする
ことは耐病性品種育成上必要なことである.筆者は多数のコムギ品種について穂の幾つかの形態的
特性をとりあげて調査実験した
材料と方法 穂の長さ，穂の巾，穂の厚さ，;::の長さ，小穂の開度〈穂の中央部の穎花の
両護穎の外縁のなす角度)，および梓毛の有無とアカカピ病感受性について， 農林1，2， 3， 4， 
5， 6および7号， 畿内 114号， 中相州畿内5号， 鴻巣4および25号，埼玉小麦27号，白
満作×赤小麦3号，白満作×赤小麦5号，岩手資撰1号，岩手相州，宮城相州58号，砂
川達摩21号，富国， 早生入梅，新田早生，白ボロ 21号，赤達摩，細稗，相州，赤皮赤，
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赤小麦，白満作，西村，白毛南京，伊賀筑後オレゴγ，軍配 7号， 三州小竹，愛知赤竹1
号， 滋賀早生小麦， 宝満1号，肥後1号，中生白，中生赤，三尺2号，畠田小麦，無琶
珍子，山口小麦，中生相州、'16号，金比羅，伊賀筑後，優勝旗，宝満，江島神力，早小麦，
改良早小麦1号，白小麦1号，熊本小麦，白ブンブ，早坊主，西国穂揃， 米1号， ベルベ
ット，ブサ 12号，西海45号，南九州 1号，オレゴγの62品種を用いて調査した. また小穂の
密度，草丈，穂の色とアカカピ病感受性ど¢関係の調査は上記各品種の中から農林7号，白満
作×赤小麦5号および中生赤をのぞき畿内 9号， 西海50，62， 64および65号，陸羽 1号，
赤ポ口 1号，白達摩埼玉1号 尾島早生，昭和，渋不知，早生小麦，早生坊主，三原，新
中長，徳島筑摩，筑前，北関東 14号，南九州 10号，坊珍，大黒， 尾島早生埼1号， 新
珍子， 白達摩， 紅珍干の25品種を加えた85品種を用いた.常法により各品種仁接種してそれ
ぞれのアカカピ病の発病歩合を調べた.
(1)穂の長さ，厚さ，巾およびさの長さ，小穂の開度および秤毛の有無と感受性
それぞれの形質とアカカピ病発病歩合との聞の相関係数を算出し，第47表仁まとめて示した.こ
の結果から調査した諸形質と発病歩合との聞には，ほとんどあるいはまったく相関が認められなか
った.
第 47表 コムギ品種の穂の形質とアカカピ病発病歩合との相関係、数
実 験 年 度
形 質
1936 1937 1938 1944 
穂き長さ ー0.250土0.089 -0.249土0.094 +0.178土0.087
穂の厚き -0.233土0.089 ー0.021土0.101 -0.053土0.090
穂 の 巾 -0.120土0.093 +0.123土0.099 +0.183土0.087
をの長さ 一0.111土0.093 -0.381土0.086 +0.203土0.087
小穂の開度 -0.091土0.087 +0.078土0.100 +0.013土0.090 +0.113土0.077
備考本衰の数字は西門義一 他(1934ー 1957)小麦アカカピ病防除に関する研究，昭和1ー 14年
度の成績の摘要である
(2)草丈および小穂の密度と感受性
第 47表仁示すように草丈，小穂の密度ともに明瞭な相聞はないようである. しかし草丈の高いほ
E，また小穂密度の小さい品種ほど発病の少ない傾向があるようであった.
(3 )穂の色と感受性
i)被害穂の着色程度とアカ力ピ病感受性
コムギ穂がアカカピ病仁かかるとその部分が変色する.この変色の程度は品種仁よって異なる.この
変色程度を4段階に分けて発病歩合との相関々係を調べ，第48表のような相関係数がえられた.
着色の多いほど発病歩合が大きし1傾向もあったが，相関係数からみればあまり相関は認められない.
的被害小稽の酒色の独立性とアカカビ病感受性
コムギ品種により被害小穂の着色部が健全小穂の色どはっきり区別できるものもあり，区別し仁く
いものもある.との健，病小穂の着色の分別の難易を本項では着色の独立性と呼んだ.独立性の
高い品種に発病が少なし、傾向があるようであったが，独立性と感受性の相関係数は第 48表に示す
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ように低ひ相関し;かえられなかった.
悩)被害穂の漕色速度とアカカピ病感受性
変色の速いものは幾分発病し易いようであったが，相聞は第48表に示すような値であった.
コムギ品種の草丈および小穂の密度と発病歩合との相関係数第 48表
度年験実
1944 
-0.174土0.074
-0.454土0.090
・ト0.120土0.075
+0.174土0.074
44.4士1.82
53.2士1.60
3.64 
f平均j手
被害穂の着色速度iD、届
¥ P.E. 
(平均宇
健全穂褐色の有無¥ D‘珊
L P.E. 
本表¢数字は西門 他(19③4-57)昭和18-19年の成績の摘要である
1943 
-0.131土0.073
-0.087土0.110
十0.234土0.065
十0.322土0.062
59.9土2.31
51.9土2.04
2.60 
50.3土1.54
62.4士2.92
3.67 
草丈
小穂の密度
被害穂の着色程度
被害小穂着色の独立性
備考
コムギ品種の発芽期と成熟期の感受性との関係第 49表
?
?????????
? ????????? ? ???
??
成鶴誕百
% 
53.5 
35.8 
28.2 
26.6 
61.4 
53.0 
65.6 
45.8 
46.2 
31.8 
23.4 
53.7 
28.4 
72.7 
73.7 
66.9 
70.9 
‘ ?????????
?????
?
?
?
??????
?
??
?
????
?? ?
?
?、?
?
?
??
??? ??
品
?
?????
? ?
?，? ???????????????????
?? ?
??
???
??????
?
??
????
???
?
?
?
?.1‘~ 笠
67.2 
49.3 
40.6 
46.5 
69.6 
26.6 
42.3 
59.8 
24.7 
44.3 
63.0 
39.8 
31.3 
20.6 
50.0 
品
農林 1 号
農林 2 号
農林 3 号
農林 4 号
農林 6 号
畿内 9 号
鴻巣 25 号
埼玉小麦
赤小麦3号 x白満作
西海 62 号
西海 64 号
宮城相州 58号
西海 65 号
陸羽 1 号
早生入梅
新国早生
細稗
種
71.5 
40.0 
成熟期:1941. 1942年の接種試験による穂の成熟期の発病歩合
発芽期..接種された種子の発芽歩合
-8ー
備考
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s・)健全穂の縄色の有.と感受性
品種により健全穂に褐色のあるものとないものがある. この褐色の有無とアカカぜ荊感受性との
関係、は第48表に示すとおりであり，褐色のないものは有るものより発病しやすや傾向があった.
4.コムギ品種の発芽納と成熟鉱の感受性の関係
コムギ穂の感受性の品種間差異についてはすで仁述べたが，これら品種の発芽期の感受性にも差
異のあることが認められたので，発芽期と成熟期どの発病歩合の相関関係を明らかlこし，耐病性品
種選出の指針にするために実験した.
材料と方法 実験に用いた品種の種子は 1945年に牧穫したものであり，実験直前に冷水温
湯消毒した. 各品種200粒をジャー レに50粒ずつ分け， これ仁接種源としてあらかじめもみがち仁
純粋培養したNo.1309 a菌株を殺菌した)1砂仁混ぜて入れた.対照には病原菌を培養しないもみ
がらを同様に混じた.その後150Cで14日間おいた後種子の発芽を調べた.
実験結果 結果は第49表に示す.成熟期の発病歩合は 1941年および 1942年の実験成
績を用いた.この結果から成熟期の発病歩合と発芽期の発病度(発芽指数であらわした〉と¢聞
の相関係数を算出したところ， r=ー 0.472土0.085(Pく0.01)となった.
5.コムギ品植の幼箇期と成熟期の感受性の関係
コムギ鍾子仁アカカピ病菌を接種して播種すると発芽歩合は減少し:幼芽が侵される.発芽時の種
子の感受性が穏¢感受性ど相当高い相闘を示すことは前節で述べたさらに本節では幼酋仁アカカ
ピ病菌を接種し，その感受性と稽および発芽時の感受性との関係を調べるため仁実験した.
材料と方法 用いた品種は接種試験の結果から穂の感受性の高い品種と感受性の低い品種
を散品種ずつ選んだ.品種名と発病歩合は第50表仁示す.実験年度により品種が統一されていな
いので平均値は一応の目安仁すぎないが，各年度の品種聞の発病歩合の差を見ればアカカピ病仁対
する強弱は明らかである.
径lOcmの値木鉢仁，穏でアカカピ病に強い品種ど弱い品種の種子を 10-20粒ずつ播き，第
一葉が十分展開して第二葉がわずかに見える程度のもの仁 No.1285菌株の分生胞子浮遊液を噴
コム手穏とコム手首のア方方ピ病発病程度の比絞に用いた品種と穂の発病歩合(%)第 50表
平均
度年験実
種
1944 
49.2 
54.8 
59.36 
45.57 
59.34 
51.72 
22.70 
19.56 
22.90 
29.46 
30.90 
43.0 
伺.0
27.2 
11.7 
16.9 
30.0 
12.1 
1943 
69.5 
32.1 
86.0 
58.4 
25.5 
35.6 
25.5 
31.。
1942 
?
?????
?
????
??
? ，
????????
《??
?????
?
??
?
?。?
?
? 。 ?
1937 
27.9 
27.0 
21.7 
25.。
14.1 
7.9 
12.5 
1936 
91.2 
62.4 
72.1 
62.1 
品
農林 1 号
農林 4 号
新田早生
鴻玉小麦27号
陵羽 1 号
鴻巣 4 号
三州小竹
砂川達摩
宝満
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霧して湿室lこ入れ，室温 (23-300C)で発病させた.調査方法は被害程度をつぎの 6段階仁分
けて，各幼菌の発病を調べて平均した.
(0):病斑のないもの
(l) :病斑の少ないもの
(2) :病斑数が中程度のもの
(3):病斑の多いもの
(4) :病斑はきわめて多く第一葉は黄変
(5) :軟腐したもの
コムギ苗仁対するアカカピ病接種試験第 51表
? ?
??
験実
平均種品
6 
農林 1 号
農林 4 号
新田早生
埼玉小麦27号
三州小竹
鴻巣 4 号
室 満
砂川達摩
陸羽 1 号
1.4 
3.0 
3.4 
3.1 
2.1 
2.2 
1.5 
2.5 
2.3 
1.8 
4.0 
4.5 
3.1 
1.8 
3.3 
1.7 
2.7 
2.8 
1.6 
2.5 
3.0 
2.5 
1.6 
2.3 
1.5 
2.5 
2.3 
4 
1.5 
3.2 
2.7 
3.0 
1.6 
2.3 
1.5 
2.5 
2.4 
3 
1.5 
2.7 
3.2 
3.4 
2.9 
2.6 
1.6 
1.7 
2.1 
2 
0.9 
2.9 
3.7 
3.0 
1.7 
1.8 
1.1 
3.0 
2.0 
1 
1.1 
2.8 
3.3 
3.4 
2.7 
1.4 
1.8 
2.7 
2.5 
????
??
?
? ???
?
??
???
?? ???? ??? ，? ??????
』 ?
ヂ種の発
芽歩合
% 
10.1 
22.9 
7.6 
23.3 
8.9 
15.4 
20.1 
22.1 
27.1 
35.8 
28.2 
39.8 
種
農林 1 号
農林 4 号
埼玉小麦27号
新聞早生
プサ 12 号
伊賀筑後
白満作
畿内 9 号
陸羽 1 号
三州小竹
肥後 1 号
宝 満
第52表
品
また前節で得られた発芽時の感受性の成績を用い
て，幼苗期発病との関係を調査した.第6回の実験
には前述9品種の他仁ブサ12号， 伊賀筑後，白満
作，畿内9号， 肥後1号を加えて実験したので.
第 52表仁は鴻巣4号を除く第6回実験仁用いた品
種につき，前節の実験結果を引用した.
実験結果 6回反覆した実験結果は第51表
に示すようlこどの実験区でも同じような傾向がみられた，
農林1号を除き穂の感受性の高い農林4号，新田早
生，埼玉小麦27号は感受性の低い三州小竹，鴻巣
4号，宝満，砂川達摩，陸羽1号よりも幼苗での発
病程度が高かった.
第52表lこ幼苗期発病程度と発芽時の発病程度を
比較した結果を示すと， 1， 2逆の結果のみられる品種
もあるが，一般lこ幼苗での発病程度の低いものは種子
の発芽歩合が大きい傾向があった.
6.コムギ各品種の成熟期と感受性との関係
アカカピ病に対するコムギ品種の強弱を知るために 1936-1938年， 1943"，:，1945年の6年間にわ
-10ー(168) 
り，多数のコムギ品種の感受性を接種試験で調べ，また闇場での自然感染を1943....194年，
1949-1952年の6年間調査した.
材料と方法 アカカピ病の人工接種はすでに述べた常法にしたがって行なった.とくlこ1943年
以後の実験では，按種植物を廻転台仁乗せて廻転きせながら，約51b/cm2の圧力で噴霧接種し
た 1936-1938年の実験では開花後15日まで毎日接種し，それらの総計から発病歩合を求め
た.自然感染による発病程度は20%以下を土とし，それより 20%ごと仁+， -tト…としI 100 
%を附であらわして品種の強弱の目安とした.
品種の感受性検定のための人工接種試験で比較的発病歩合の
少なかった品種と多かった品種 (1936)
第53表
?，
???
?
??
? ?
???
?
ー
???、 ?、??
? ? ?
?????
91.7 
91.3 
品
西海 45 号
白毛南京
無主珍子
愛知赤竹 1号
発病の少ない品種
竺竺
61.2 
68.6 
臼.6
魯
???
?
??
1ヅ
. ，、
??
Fレ‘ 
???
?
?
. ，、
2 
25 
接種試験で感受性の高かった品種と低かった品種
実験 1(1937) 
第 54表
発病歩合75%以上
発病歩合
皇
91.2 
84.5 
84.2 
76.4 
種
????
発病歩合45%以下
色 "埜合
林 1
林 5
関東 14
海 45
品
???????????
3 
皮
後 1
プ
林
品
?????
ン
発病歩合30%以上
a 正一覧努吾
30.5 
48.3 
発病歩合10%以下
・雪竺
I (1938) 験実
農林 5 号
白逮摩埼玉 1号
昭 和
白毛南京
中生白
山口小麦
北関東 14号
????????.' 
生小
生坊
配 7
州小
中
島筑
九州 10
????????
(169) 
実験結果 それぞれの年度の接種試験の結果， 第53，.57表仁発病歩合のとく仁少なか
った品種と多かった品種を示す.この結果， 6年間の実験の中， 2年以上発病歩合の少なかった
品種は相州，早生小麦，宝満，宝満1号，岩手相州， 後内9号， 三列H、竹などである.圃
場栽培で自然感染仁よるアカカピ病の発生の少なかった品種を第58表に示す.1943， 1944の両
年は約80品種， 1949-1952年には約260品種を調査したものであり， 1943年以後1952年ま
で調査した品種は朴の発病のあった年が1年以下で，大部分の調査年度が+以下の発病を示した
品種である. また1949以後に調査した品種は件の発病の年がなく， 調査した4年の中2年間以
上+より高い発病がなかった品種をえらんだ. 第58表に示すこれら 18品種は一応アカカピ病感受
性の低い品種と考えられた.
84品種を用いた接種試験で感受性の
高かった品種と低かった品種(1943)
第 55表
? ? ?
??????
? ?
?
???
??
???????
????
??
『
? ????
? ?
?
?
?
? ???
?
。 。?? ?? ??
発病歩合30%以下
書 籍笠合
28.8 
28.6 
種
???? ?
?
九州 10
ザ・ 12 
海穂
林 6
14 
l 
関東
ノレ ..: ッ
海 45
九州 1
レゴ
?
???
??
?
?????
???
???????
品
陸羽 1
綬内 9
早生入
赤皮
宝満 1
宝
筑
78品種を用いた援種試験で感受性の高かった品種と
低かった品種(1944)
第 56表
発病歩合70%以上
雪 T
86.0 
76.2 
74.4 
74.2 
73.8 
70.7 
70.7 
70.2 
種
????????
国早
生入
満
海 64
ロ小
林 5
不
自小
Ma 
????????
発病歩合25%以下
匂吾
2ゆ.5
• 
早生小麦
中生白
金比巌
中生相州 6号
赤小麦3号x自満作
西海 65 号
岩手相州
畿内 9 号
品
1ー2--(170) 
44品種を用いた接種試験で感受性の高かった
品種と低かった品種(1945)
第 57表
発病歩合同%以上
型空
62.4 
80.6 
78.7 
鎚.7
発病歩合20%以下
完12合
14.4 
15.4 
• 
早生入梅
赤皮赤
三原
無芭珍子
中生相州 6号
白小麦 1 号
米 1 号
北関東 14 号
プサ 12 号
海 45 号
a弘種
?????????
??
???
???
???
品
???
?
??? ?
西
聞場栽培でアカカピ病発生の少なかった品種第 58表
年験実 度
1952 
土
+ 
十
+ 
+ 
土
+ 
1951 
土
土
土
土
土
1950 
土
土
土
土
土
1949 
+ 
土
土
1944 1943 
+ 土土土土* 
+ 土
土
土
土
+ 
+ 
土
土
+ 
土
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
土
土
+ 
土
+ 
土
+ 
+ 
土
+ 
+ 
土
+ 
土
+ 
土
+ 
土
土
土
土
土
士
土
+ 
?
?
??
??
+ 
+ 
+ 
+ 
土
農林 14 号
農林 18 号
農林 20 号
農林 31 号
農林 34 号
西海 62 号
陸羽 1 号
砂川達摩21号
肥後 1 号
新中長
相州
筑前
大黒
点坊主
白小麦
赤坊主
渋不知
鳳山頭
+ 
土
土
土
土
+ 
+ 
+ 
コムギ品種のアカカピ病感受性に影響をもっ幾つかの要因について調査実験したが，これらの実験
結果について検討を加え結論をだしてみたい.まずコムギのアカカピ病被害程度は年によって多少具.
，民7.考
(171) 1ー3-
なった結果の得られた品種もあるが，大部分の品種は実験結果仁示したように3群の感染形ζ大別
できた.2， 3の不規則な結果は実験期間中の気温の変化がどの年も一様でなかったためと考えられ
る.とく仁1937年は冬の終りから初春仁かけて極めて温暖で，コムギの出穂は例年より 2-3週間
早かったの仁，それ以後の気温が例年より著しく低かった.
Atanasoff (1923)は麦のアカカピ病の感受性は開花直後仁もっとも高ひとし， Pugh， Johann 
& Dickson (1933)は開花期が高ひと報告し， Anderson く1948)もまた開花後の感受性がもっ
とも高く，開花前あるいは開花後，粒の充実仁したがって感受性は低いと奮っている.また千葉長試
(1933)は出穂後10日から 15日頃にもっとも感染し，その後はしだい仁感染しにくくなると報告
し，中台(1935)は乳熟期仁よく感染すると述べている.筆者の実験の結果から明らか仁なった3
群の感染型からみてもどの品種も開花から1週間位の聞に感受性の最高があり，開花以後粒の充
実につれて感受性は次第に低下Lて行くことがわかった.
接種時の温度の影得については Pugh，Johann & ~ckson (1933)は温度が高じく320C)ほ
ど病徴の現われを速めると報告し， Anderson (1948)は250Cが感染発病の適温であり， 200C 
よりも 300Cの場合が感染は速いが，時間の経過仁つれて発病率の差はなくなるとしてやる.筆者の
成績も同様な傾向がうかがわれ， 全実験を通じてコムギのアカ力ピ病に対する感受性は200Cよりも
300C (または270C)と接種時の温度の高いほど高まると結論できる.新中長，相州，軍配7号
などでは実験期間中の発病歩合の変化が少なく，低い値を示し，これらの品種が耐病性の高いこと
を示している.
コムギ品種の穂の種々の特性とアカカピ病感受性との関係について，千菜食試く1937)では穂形
は発病歩合に影響がないが，蒋毛のある品種は最高被害歩合が高いと報告した.竹上(1942)は
コムギ穂の粒の成熟にともなって押し開かれる現象，要するに開穎が早く，かつ良好である品種は保
有病憶の排出が早くまた良好で，耐病性の高い要因となり，充実開穎機能のないものか不良なる品
種はかかりゃすい.また病巌残留の多少仁品種間差異があって耐病性仁関係すると報告している.
筆者の結果では，穂の長さ，厚さ，巾，:r::の長さ，草丈，穂の密度および色なEの各形質とも
多少の感受差の傾向はみられるが，高い値の相聞を示さなかった.調査の範囲ではコムギ品種の耐
病性は形態的特性とはほとんど，あるやはまったく関係がないと考えられた.
コムギ品種の発芽期と成熟期，幼苗期と成熟期のそれぞれの感受性との聞の関係を調べた結果
仁よると穂の感受性ど接種された種子の発芽の聞に高い相関がみられたことから，接種された発芽
期種子の発芽歩合の低い品種は穂の発病が多く， 発芽歩合の高い品種は出穂後のアカカピ病の
感受性が低いことが明らか仁なった.中)1(1951)は自然感染によるアカカピ病の品種間差異仁つ
いて，強い品種は幼苗の第一葉と第二葉のなす角度が狭心弱。品種は角度が広いと言っている.
Christensenら(1929)は同一品種でコムギ穂のアカカピ病に対する発病率と種子の発病歩合と
の聞の相関係数はr=+0.86土0.1-+0.92土0.01であり，非常仁高。相関があるとしている.
筆者の実験では Christensenらの算出した値ほど高くはないが，彼らと同様な結論をえた.筆者
の本研究の他に，アカカピ病感受性とコムギ品種の種々の特性について幾つかの報告がある.竹中
(1942)，東，加藤(1954)はアカカピ病感受性は開花後新骸残留の多い品種ほど発病歩合が
高く，また外穎の中部緑色部の濃ひ品種ほど感受性が高いとじている.池田，東，小野(1955)
は病班の拡大しlごくい品種ほど厚膜組織が多く， 内側表皮細胞は小形で， 穎果の合水量が低い
ことを明らかじした. 中川 {1956)はアカカピ病感受性に関与する遺伝因子について研究した.
(176) 一14-
幼菌期の感受性と穂の感受性の実験成績にも，また幼菌期と発芽時の感受性を検討した結果
.・ にも例外があり，幼苗期接種の結果から穂の感受性またはi抵抗性を決定するのは困難である. しか
し，幼菌期と穂の発病歩合，および接種した種子の発芽歩合と幼商期の発病歩合の聞にはそれぞ
れある程度の相関があるようであった.
Hanson (1950)は米国内外からの数千の品種仁ついて過去15年間検討した結果.免疫性の
品種はなく，大多数は中程度の感受性を示した.わずか Progress，Haynes， Blustem， Cadat， 
Rivalなどの数品種が抵抗性を示したに過ぎない.かかる抵抗性の品種でも年によっτ相当の感染
率を示すようであると報告している.
成熟期のコムギ穂の感受性は実験結果から明らかなように，条件仁より非常に変りやすいものであ
り，実験の範囲ではアカカピ病に安定した強い抵抗性の品種はないものと思われる.圃場栽培の自
然発病調査結果でアカカピ病発生の少なかった品種ι接種試験で比較的感受性の低いと思われ
る品種とが一致しないのは，掴場で発生の少なし1品種でも，人工接種時のような条件下にあれば高
い発病歩合を示し，安定した抵抗性ではないことが明らかである.アカカピ病の自然、発病には出穂
開花期の気象条件， とく仁降雨が影響するほか， 種々の環境条件が影響することから， 真の抵
抗性がない以Jコ.接種試験と自然発病調査の一致は望めない.新中長は筆者の調査からもアカカ
ピ病発生の少ない品種であるが，全国各地の試験成績をまとめた小麦農林番号品種の特性概要の
中， アカカピ病に比較的強ひとされている12品種の中で， 農林34号， 同36号，同43号，同
60号， 64号， 同68号， 同74号，ハタマサリ，アカツキコムギの9品種は新中長あるいはそれを用
いた育成種を親とした品種であることは，注目すべきことである.
IX.第一次および第二次伝染
1.アカカピ病被害愛粒の形状と発芽
アカカピ病は穂仁発生して大害を与えるので，種子の発芽障害も大きく，また発芽した幼苗をも
侵し，被害は少な〈ない.それで被害圃場からの採種は避けるようにしなければならない. しかし年に
よってはコムギの牧穫期に長期間の降雨があり，アカカピ病が広面積に発生して，無被害圃場から
の採種が困難な場合もある.南九州ではこのような例は珍しくない.一方育種事業などでも貴重な
改良母体が悪天候のために発病し，被害種子でも矯種仁用いなくてはならないときがある.そのよう
な被害種子は第ー次発生源となるので選別廃棄すべきである.それでまずどの程度侵されているかを
知る上仁コムギ粒の形態や発芽，内生菌糸の存在を調べ，発病程度を知り，それらに基づいて予
防手段を考えなくてはならない.
(1)アカカピ病被害麦粒の形態
被害麦粒は一般に狭薄で， 表面にはしわがあって菌叢も肉眼で容易に認められる場合が多い.
大量の鑑別仁は機械的，物理的方法仁よらなければならない.それで畠田小麦を用いて健病変粒の
大小，肥，狭などを比較した.
a)麦粒の大きさ 畠田小麦の被害穂からの麦粒と健全穂からの麦粒を直径2.0mm，2.5 
mm および2.7mmの大きさの縦自のふるいで選別比較したのが第59表である.
その結果によれば，被害粒は直径2.四mm以下のものが多く約77%，健全粒は2.5mm以上
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のものが多く約79"で，被害粒は
健全粒に比べて直径が著しく小さ
かった. 大きさL径)
b) 1000粒重と比重 健病
両穂からのコムギ粒の大きさと1∞o
粒重および比重どの関係を調べて
第59表 被害纏種子と健全穂積子の大きさによる選別とu
2.7mm以上
2.5-2.7mm 
2.0-2.5mm 
被害穂種子 '.全纏種子
重量 歩合 費量 歩合
1.9 g 3.6% 88.6g 25.0% 
12.3 19.6 191.3 53.9 
35.0 55.8 
21.5 
69.7 19.6 
13.5 5.2 1.5 
第 60表仁示した.
2.0mm以下
この結果でli. 被害粒の1∞o
粒重は健全粒に比べて軽<. 直径2.0mm以下のものにこの傾向が著しかった.比重でも同じよう
な傾向がみられた.
第 60表 被害穂種子と健全穂種子の大きさと 10∞粒重および比重
種子l(削粒重 積 予 比 重
大きさく径1
病穂 健全穂 病/健全 病穂 健全穂 病/健全
2.7'沼1m以上 31.9 g 34.1 0.936 1.285 1.30 0.989 
2.5-2.7mm 28.8 30.1 0.957 1.205 1.31 0.920 
2.0-2.5mm 30.1 33.6 0.852 1.ωo 1.30 0.839 
2.0mm以下 9.2 13.8 0.667 0.9印 1.28 0.750 
c)巾と厚さ 健，病両穂からの麦粒を大きさによって分け，その麦粒の巾と厚さを調
べて第61表に示した.この結果では，健全粒は巾が厚さより大きいものが全体の95"あったが，
被害粒では約25%であった.反対仁巾が厚さより小さいものは健全粒ではわずか仁 1.5%であった
が，被害粒では約65%で被害粒が著しく狭薄なことを示した.
第 61表 被害穂積子ど健全穂種子の巾と厚き
大きさく径3
2.7mm以上
2.5-2.行nm
2.0-2.54l1m 
2.倹nm以下
?
?
?
???
?
?
被害穂種子
巾=JJ 巾く厚
?? 。 。 。 。 ???
?
???
健全施種子
巾>厚 巾=厚 巾く厚
??????
?
?
?
?
?
?
?
?。?
?
，??
?
??《
?
，?
??
?，?
??
， ?
????
合計
向上%
71 
25.8 
3 
1.5 
27 
9.8 
177 
64.4 
190 
95.0 
7 
3.5 
(2)アカカピ病被害麦粒の発芽
被害麦粒の発芽は土壊温度，土嬢湿度，麦粒の大小，覆土の深浅など仁よって変る.これら
は本病の予防上重要な要素といえる.
a)健全麦粒の発芽と温度との関係 温度を 00 ， 50 • 100 • 150， 200，240，270， 300 • 
320 および350Cの10段階として，畠田小麦，新中長，伊賀筑後オレゴγ，および珍子楳の健
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全粒を用いて， 1週間後の発芽歩合，幼根および幼芽の生長を調べた.その結果は第62表に示した.
第 62表 コムギ種子の発芽と温度の関係
え示ζ-マ温度C
ヘ 00 50 100 150 200 240 270 
品
. ---、 o J J J . t/ '，96" 100" 
????????
????????
??
、 、，??? ，?
??
?? ??? ?
、? ? ?
?
???
、???
???
?
?
/畠田小麦 O
|新中長 0
幼芽長{l伊賀筑後オレゴγ
i珍子稼 0
??? 。 。 ? ， ?
?
?????
98 
1∞ 
3Q。
;r 
99 100 
97 
95 
52.2 
92.6 
42.7 
49.4 
44.6 
38.9 
320 350 
守門;;
68 76 
n1111 11" 
39.4 22.3 
7.4 13.4 
6.7 18.2 
12.2 16.8 
4.4 16.7 72.8 92.6 97.4 110.2 58.8 58.4 13.9 
3.7 14.9 79.3 76.8 93.3 78.7 6.2 4.8 11.4 
3.7 18.6 75.1 81.3 104.5 96.3 51.3 5.0 14.9 
2.0 11.2 21.0 17.2 24.3 25.6 13.6 6.7 4.6 
接種種子の発芽と土嬢温度との関係 t健苗歩合〉
150 JOO 制。 'l:I。
??
?
?
?
? ，
?
???
? ? ?
?
??
??
?
???
? ?
??
???
???
?
?
???
?
??
?
???
??
?
??
?
12.5 
1∞.0 
12.5 
24.2 
96.9 
25.3 
41.3 
95.3 
32.7 
30.9 
98.5 
31.4 
?
。 。 。 。
《? ? ? ?????
。 。 ?
?
?????
100 
98 
98 
mm 
10.6 
9.7 
11.1 
16.6 
n¥ln 1山内、 mln mnl m，u 
34.2 1∞.7 114.1 101.1 118.3 
37.5 110.2 107.6 108.8 98.1 
38.2 97.4 98.7 104.6 
52.1 121.2 118.4 43.3 
この結果仁よれば， OOCでは発芽しないが50から300Cの各温度では，どの品種でも大体95%
以上発芽した.幼根および幼芽の伸長は150から270Cの範囲がとく仁良好であった.
b)病原菌接種麦粒の発芽と土壌温度との関係 健全麦粒の発芽仁ついては前述のような結
果を得たので，続やてアカカピ病菌を接種したコムギ粒の発芽と土壌温度との関係について調べた.
接種に用いた菌株は No.895とNo.523で，接種した麦粉.を直径 16cmのトタン製槌木鉢にま
き，恒温土壌水槽で 7~100， 150， 200， 240， 270， 300および330C仁保って発芽させた.結
果は第63表に示した.
第 63表
.玄¥守と吋
(~・・区 81.5 
No.8路〈対照区 100.0 
t健苗指数* 87.5 
/接種区 89.6 
No.田s(対照区 100.0 
1健首指数* 89.6 
却命
骨
日.6..
印.6
85.0 
55.5 
62.5 
88.8 
??
??
?
?
??
38.0 
57.9 
65.8 
備考重量で13.5%の水分含量JlI砂深さ2cm
*健苗指数tl:対照区の健苗歩合を100としたときの接種区のそれの割合である
その結果， 1Q0C前後では接種したものでも健蕗歩合が90%に近く.150Cでは被害が最も多
く，健苗は約 15%であった.150Cを境仁温度が高くなるにつれて健苗歩合も 270C前後まで次
第に増加した.300Cではどちらの菌株を接種した麦粒でも健苗歩合は50%に近かったが，無按
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種区に対する接種区の健苗歩合の割合(健苗指数〕が 80以上であった.この結果では接種種子
は100C前後で発芽させると発病が少なく，予防上効果的のようであった.
c)病原菌接種麦粒の発芽ど土壌湿度との関係 病原菌接種麦粒の発芽は土嬢湿度仁も
影響されるのでオー トイリゲー ター を用いて， いろいろの水分含量に調節した土擦のポットlこ病菌
を接種し麦を播種して，発芽菌の健全なものを調べた.
その結果は第 64表仁示した.健苗歩合は極端な多湿の場合を除き土嬢水分の減少lこ従って少
なくなり，水分含量が多くなるに従って増加した.
第 64表 接種種子の発芽と土壌湿度との関係
オー トイリゲー ター 水銀 20l¥ftl 16111 10叩 n 5mm 2.5川目 11lrn 柱の高さ
16.0 '‘ 21.2 世 23.1 30.9 崎 ‘ 45.8 -6風乾土水分合量 42.5 
菌歩4i際 区 .s.0 鈎.0-6 62.5 '‘ 58.1' 56.2 ，. 舗.2， . 種 区 13.1 21.9 26.9 25.6 54.0 7.5 
合 29.1 36.5 43.0 43.6 95.8 28.6 
d)麦粒の大小と発芽との関係 麦粒を前項a)の方法によって，ふるい選別し，それぞれの発
芽を調べた.被害穂からの小粒は健全穂からの麦粒の1/3程度しか発芽しなかったが，径2.7mm
以上の大粒ではほとんど被害がなしその発芽は健全穂から麦粒のものとほとんど変らなかった.
e)麦粒の発芽と覆土の深浅どの関係 病原菌接種麦粒の発芽には土壌温度 100から200C
の範囲が適していたので，ここでは50，100， 15。および200Cの各温度仁ついて発病が覆土の厚さ
によってどのよう仁変るかを調べた.覆土の厚さは0，3および9cmとし，参考のため仁健全粒の3
および 9cm覆土したものと仁ついて調べた.その結果は第 65表仁示した.どの温度でも覆土 Ocm
で健苗歩合が多く，覆土の厚くなるlこ従って健全歩合は少なくなった.
第65表 接種種子の発芽と温度および寝土の深浅との関係
温 度 (C)
覆土の厚さ
10。5。 15。 200 
Oc:m 713 随3 副主 51.'5 
接 種 3 42.5 42.5 55.6 60.6 
9 3.3 7.5 10.8 18.3 
3 70.0 85.0 87.5 82.5 
対 照 9 。 5.0 40.0 55.0 
備考健苗歩合を示す
(3)一次発生防止のための種子選別
アカカピ病発病コムギは被害穂上仁赤色の分生胞子粘層を形成するのでかなりはっきりした標徴
がある. しかしこれは病勢のかなりすすんだもので，発病初期ではみられな~"\.北海道では被害穂上
仁普通子のう殻が形成され，黒点となるので黒点病とも呼ばれている.この黒点の現われたものは判
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別が容易であるが，黒点の現われるのは分生胞子粘層の形成よりも被害程度は一層進んだものと思
われる.内地では牧穫期に雨のふり続いた時，または刈取後堆積したコムギわら仁子のう殻の形成が
認められることがあるだけで，一般にはあまりみられない.なお鮭肉色の分生胞子粘層の形成程度
も，穂全体仁およぶこともあり， 1小穂だけのこともある.このよう仁発生の程度がそろわないので本
病仁よる実害の正確な判定が困難である.千葉農試 (926)の報告では1穂の中1小穂の発生で
も単位のあっかい上その穂を被害穏としていたようで，これも一つの方法ではあるが，正しし、発病度
とはやや異なる感じがする.筆者(1934)は発病程度を比較するため仁，コムギ穂の褐変する前，
多少緑色を保っている時期じ発病変色した小穏数を調べ，全小穂数と比較して発病歩合どし
た.この方法はかなり合理的のようで筆者は大体この方法で行ってきた.しかし調査に労力を要し，
一般仁行うことは大変な仕事である.このような理由から本病被害穂上lこ稔った麦粒を，粒の大き
さ，比重など仁よって被害種子と健全種子lこ分けることが出来れば被害粒の選別も容易で，被害
程度の調査も簡単である.
これについて卜蔵(1933)は北海道農試でオートムギのアカカピ病被害粒の風選を行った結果か
ら，被害種子の塩水選や風選を奨励した.筆者もこれら仁ついてこ.三実験を行った.
i)被審種子の比重
市阪の苦塩汁と水道水で比重 1.00，1.05， 1.10， 1.15， 1.20および1.24の6段階の液を
作り， コムギ粒をまず比重1.00の水道水に漫し，浮上ったものを除き，沈下したものをさらに比重
1.05の苦塩汁仁移し，その沈下したものをさら仁1.10の液にと，つぎつぎ仁移して各段階に分け
た.用いたコムギ品種は， 農林5号，幾内9号，幾内 114号， 鴻巣25号，新田早生，愛知
赤竹1号，中生赤，畠田小麦，中生相州6号，熊本小麦， ブサ12号， および南九州1号の
12品種で，さらに各段階の発芽歩合，内生菌糸の存在歩合を調べた.
a)比 重 上記のよう仁して分けた各段階の粒数の割合を調べて第 66表仁示した.
この成績では比重1.24以上のものが他の比重のものより著しく多く，ついで 1.00以下のもので，
1.05から1.24以下の比重の範囲内では比重の大きくなる仁従って粒数も多くなる傾向があった.
第 66表 被害種子の比重(比重割合1
よと?1.∞以下 1.00-1.05 1.05・1.10 1.10-1.1"5 1.15-1.却 1.20回1.2-' 1.2-'以土
農林 5 号 14.3 1.9 6.1 6.7 7.7 12.8 51.3 
畿内 9 号 3.9 0.4 1.5 2.3 3.3 3.3 85.3 
畿内 114号 9.7 0.1 5.5 5.9 7.5 8.4 61.0 
鴻巣 25 号 18.3 4.3 6.6 6.3 7.2 9.0 48.3 
新国早生 19.6 3.1 3.0 3.3 6.1 6.9 58.0 
愛知赤竹1号 23.4 3.9 4.2 5.4 7.4 8.2 47.0 
中 生 赤 9.3 3.7 4.4 5.6 6.9 8.9 61.3 
畠田小麦 18.4 3.9 3.3 4.4 7.5 7.9 54.6 
、中生相州6号 13.2 2.0 1.8 3.3 7.7 12.9 58.7 
熊本小麦 22.6 5.0 8.0 8.6 13.1 8.4 34.5 
プザ 12 号 19.8 4.5 6.4 6.1 9.0 8.8 45.5 
南九州 1号 9.6 3.1 3.0 3.7 7.1 8.6 65.0 
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これらの結果は粒数での割合を示すものであるから，容積，重量で表わすなら比重の大きし、粒の割
合は一層大きくなるものと考えられた.
b)比重と発芽との関係 アカカピ病被害粒を比重ーによって分け，ジャーレ仁殺菌した湿
潤な川砂〈飽水の約50%の水を加えた〉を入れ， 240.Cで10日開放置後発芽歩合を調べて第67
表仁示した.この結果比重 12.4以上の種子は発芽がきわめて良く， 12品種中 9品種が90%以
上で，残り3品種中ブサ12号の発芽歩合が75%で，他の2品種は80%以上であった.大体ど
の品種の麦粒でも比重の小きくなるに従って発芽も悪くなった.
被害種子の比重と発芽との関係第 67表
1.24以上
% 
97.5 
97.0 
82.0 
96.0 
94.6 
92.0 
96.7 
100.0 
86.0 
86.0 
75.0 
96.0 
1.20-1.24 
????????
??????????????????
????
? ??
1.15-1.20 
. 
43.0 
13.4 
26.7 
57.0 
47.1 
46.8 
21.7 
剖.0
80.8 
59.0 
14.0 
27.。
1.10-1.15 
" 24.0 
3.0 
25.9 
29.0 
20.0 
46.3 
20.0 
59.0 
66.6 
49.0 
15.0 
24.3 
1.05-1.10 
係
0 
20.0 
25.8 
20.0 
9.5 
28.6 
9.3 
40.0 
52.0 
24.0 
15.0 
12.。
1.00-1.05 
?????
???????
??? ?? ?
?
?
?
?
??
??????
??
?
??
??
1.∞以下
% 
3.0 
19.4 
11.0 
11.0 
12.1 
21.5 
15.3 
26.0 
14.9 
10.5 
9.0 
19.0 
----.記重
品種 ~
農林 5 号
後内 9 号
畿内 114号
鴻巣 25 号
新聞早生
愛知赤竹1号
中生赤
畠回小麦
中生相州6号
熊本小麦
プサ 12 号
南九州 1号
c)比重と内生菌糸の存在 内生菌糸の存在を調べるため仁は表面消毒を十分にしなく
てはならないので，まず50%アルコールと昇末1∞0倍液でそれぞれ2分間ずつ消毒した後，殺蘭
水で十分滑洗した.これをあらかじめ消毒したメスで二分し，断面を寒天培地上において240C仁
保ち，菌糸発生の有無を調べた.最初に現われた菌がアカカピ病菌であるかどうかを，比較的簡単
にしかも確実に判定するため仁まずつぎのような実験を行った.本病菌の菌叢は培地の種類によっ
10日後の完全発芽歩合備考
矯養10日後め紅変種皮??
?
??
第 68表 培地中の炭水化物の種類と量による菌叢紅変の程度〈基本培地:稲わら煎汁寒天)
て~~~~竺竺~;)ご媛、九仁
ドウ糖
糠
コシ澱粉
粉
粉
粉
2'凪
????????????
l'‘ 
??????????
絡事f5日後の車!~程度
??
?????????
3'‘ 
1t 
1t 
2" 
* 1t 
??????
1到
プ
煎
トウモロ
米
ムギ
粟
コ
?
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+-制1十で菌叢紅変の程度を表示した備考
て，ある期間を経過すれば菌叢が紅色になるので，この目的に適した培地を知ろうとして，1， 2およ
び3%1ドウ糖，薫糖， 1および2%トウモロコジ澱粉，米粉， コムギ粉および片栗粉加用稲わら
煎汁寒天培地を作り， 240Cで5日および10日間培養後，菌叢の紅変程度を調べた.その結果
は第68表に示した.
菌叢紅変の程度は5日間培養でも炭水化物の種類および波度仁よって差があって，米粉，コム
ギ粉は紅変程度が著しく高かった.10日間培養ではどの区でも紅変程度がすすみ，あまり差がなか
った.米粉，コムギ粉を加えた培地での紅変程度は著しかったけれども，培地が不透明となり観察
仁不適当であったので，内生菌糸の存在を確認する培地としては3%房長糖加用稲わら煎汁寒天を
用いた.
比重によって7段階に分けた麦粒の内生菌糸の存在を調べて第69表仁示した.内生菌糸の存
在は比重の小さい粒仁多く，比重1.00以下の種子では40%以上も存在するものが3品種もあり，
南九州1号は特仁多かった.比重が大きくなる仁従って内生菌糸の存在は少なくなり，比重1.24
以上の種子では，用いた12品種中 10品種には認められず，残りの2品種では約3%認められた.
アカカピ病被害のコムギ種子の比重と内生菌糸の存在歩合第 69表
1.24以上
?
?????
。?
??
????
?
1.20-1.24 
% 
0 
0 
3.3 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
3.3 
12.5 
32.3 
11.5-1.20 
??????
??
?
??????
????????
?
? ????
1.10-1.15 
% 
10.0 
0 
6.7 
0 
10.0 
10.0 
3.3 
3.3 
3.3 
16.7 
25.0 
63.6 
1.05-1.10 
'‘ 13.3 
0 
10.0 
6.7 
10.0 
10.0 
6.7 
20.0 
3.3 
13.3 
20.0 
46.2 
1.00-1.05 
" 13.3 
12.5 
10.0 
10.0 
15.0 
6.7 
13.3 
13.3 
3.3 
13.3 
50.0 
69.2 
1.∞以下
" 16.7 
33.3 
6.7 
13.3 
23.3 
13.3 
33.3 
46.7 
20.0 
23.3 
46.6 
70.9 
丈記.It1 
品種-......，
.林 5 号
畿内 9 号
畿内 114号
鴻巣 25 号
新田早生
愛知赤竹1号
中生赤
畠田小麦
中生相州6号
熊本小麦
プサ 12 号
南九・州 1号 。
内生画面糸の存在歩合を示す
この結果から，用いた12品種中の多くの品種は比重1.20以上の種子が発芽がよく， 内生繭
糸の存在もきわめてわずかであった.比重 1.24以上の種子には，ごくわずかしかみられなかった.
備考
i)種子の大きさと比重
前節の(1)の実験から麦粒比重の大小と，発芽歩合および内生菌糸の存在歩合の聞にある
関係がみられたので，種子の大きさと比重の間で発芽や内生菌糸の存在仁，どのような関係がある
か調べた.コムギ品種は農林4号，農林6号，細稗，新中長および畠田小麦の5品種を用い，
大きさの分け方は前項(1)a)と同じ方法で，比重はく3)i )と同じ方法でそれぞれ仁，分け
た.
a)被害種子の大きさと比重との関係 5品種の被害種子の大小と比重との関係を調べ
た結果を第70表に示した.この成績によると，いずれの品種でも径 2.0-2.5mmの大きさの種子
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が最も多く 50%以.上で， 2.0mm 以下のもの C20~40 %前後)， 2.5~2. 7mm のもの C7~12
%前後)， 2.7mm 以上のもの CO.9~3.4 %)の順に少なくなった. これを比重別仁分けると，
種子の小さいもの(径2.0mm以下〉は比重も小さく，比重1.00以下のものが大部分であった.
一般仁小さい種子が比重も小さし1傾向はあったが，はっきりとはしなかった.
第 70表 アカカピ病被害のコムギ種子の大きさと比重との関係
品種種子の大台さ 割同合左
比 重
1以.∞下 1.∞一 1.05- 1.1か・・ 1.15- 1.20 1.24 1.05 1.10 1.15 1.20 1.24 以上
'‘ 40.4 n.2 3.3 '‘ 5.r 5.1 '‘ 5.4 '‘ 3.G 
農林4号 2.0-2.5 50.5 59.0 7.2 4.9 6.6 5.5 4.8 12.0 
2.5-2.7 7.6 50.1 8.0 5.6 3.2 2.9 4.3 25.9 
2.7mm以上 1.5 38.0 10.3 9.9 2.8 12.7 1.4 23.9 
19.6 92.4 1.6 2.2 2.1 0.8 0.4 0.5 
2.0-2.5 63.3 88.1 2.1 2.0 2.0 1.9 1.4 2.5 
農林6号 2.5ー 2.7 13.8 的.8 5.9 2.1 1.7 1.8 1.6 6.1 
2.7mm以上 3.4 73.4 7.0 7.0 1.5 2.2 2・6 6.3 
34.1 65.8 6.5 6.6 7.8 8.2 2.7 2.4 
2.0-2.5 57.3 51.6 5.7 7.3 9.2 8.7 7.2 10.3 
細 手早
7.5 42.0 9.1 6.2 5.2 7.0 3.4 27.1 2.5-2.7 
2.7mm以上 1.3 55.9 5.7 5.7 5.7 1.9 3.8 11.3 
35.1 68.8 6.6 7.9 9.7 4.3 2.0 0.7 
2.0-2.5 50.0 51.1 6.0 7.6 11.6 10.8 7.6 5.3 
新中長 2.5-2.7 11.9 43.1 7.0 7.1 7.6 10.9 10.9 13.4 
2.7mm以上 3.0 48.7 7.5 11.4 8.5 8.9 6.5 8.5 
35.2 66.8 4.7 6.8 6.9 7.4 3.9 3.5 
2.0ー 2.5 56.4 45.3 4.9 5.3 7.5 11.3 11.1 14.6 
畠田小麦 2.5-2.7 7.5 33.8 6.3 5.9 6.3 7.9 10.2 29.6 
2.7mm以上 0.9 54.0 1.6 4.8 9.5 6.3 12.7 11.1 
備考比重別仁割合を示す
b)被害種子の大きさおよび比重と発芽との関係 上記のようにして分けた種子で発芽を
しらべた結果が，第71表のようになった.その結果被害種子の発芽は，その大小仁は関係が比較
的少なく，比重の小さし1ものほど発芽が悪かった.
c)被害種子の大きさおよび比重と内生菌糸の存在 上記と同様にして内生菌糸の存在
歩合を調べたところ第72表のような結果仁なった.上記と同じように種子の大小仁は関係が少な
(，比重の大きし1ほど内生菌糸の存在は少なかった.
ii)被害穂子の風還と比重
前記i)，i)の実験から比重選が被害種子の選別に有効なことがわかったので，今度は風選機で
選別したものを再び比重選した.病原菌を接種発病させた農林1号，農林7号，鴻巣25号，
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第 71表 アカカピ病被害のコムギ種子の大きさおよび比重ど，発芽歩合ならびにアカカピ病菌の発生歩合
品種
発芽歩合 アカカピ病菌発生歩合
比重径2.0mm.2".0- 2・ト.".2・7mm 2・Omm 2・0- 2.5- 2.1mm 
以下 2.5 2.7以上以下 2.5 2.1 以--J二
O 8 t 品 ol 10" lcxr lrJ" 1.∞以下
1.∞ー1.05 7 
1.05-1.10 7 
餅 4・{1.10-1.15 13 
1.15--1.20 7 
1.20ー1.24 10 
1.24以上 7 
1.∞以下 10 
1.∞-1.05 33磁
1.05--1.10 63. 
制 6制1.1叫 15 87 
1.15-1.20 57・
1.20ー 1.24 1∞" 
1.24以上 1∞・
細
(1.∞以下
11.∞-1.05 
11.05-1.10 
稗:1.10-1.15 
11.15-1.20 
11.20ー1.24
¥1.24以上
1.∞以下 10 
1.倒トー 1.05 13 
1.06ー1.10 10 
新中長~1.10-1.15 37 
1.16--1.20 17 
1.20-1.24 7 
1.2(以上 0 
1.∞以下 10 
1.∞一1.05 23 
1.05ー1.10 23 
畠田小麦)1.10ー1.15 20 
1.15ー1.20 17 
1.20ー1.24 10 
1.24以上 3 
? ?
?????
，??
?
??????
3 
7 
23 
67 
70 
100 
100 
???????
?， ? 。 ，
??
?
o. 0・
0・ o.
8・ 0・
17・ o.
19・ 0・
13 14峰
??
??????
?
?
?
? ? ?
????
?
??
《 ?
?
?
?
?
?，?
?
?????
? ??
?
?
??
??
?
?
?????
， ， ?
??
，
???
， ? ?
?????????
?????????? ??
?
?
???
?
?
?
??
???
?
1∞ 
1∞ 
92 
67 
57 
33 
? ? ? ? ?
? ?
《?
????
??
???
??
???
， 。 。 。 。
o 0 
3 5・
o. 0事
33硲 0・
78・ 67.
94. 71灘
90 71・
????
? ?
??
?
??
??
?
? ?
??????
???
???
??????????
??
?
? ?
??????????
?
， ? 。 ， ? ?
?
1∞ 
90 
0 
56 
22 
6 
10 
? ? 〞 ? ?
??
o 0販
o 0・
7・ 0際
10硲 33.
41・100際
62蟻 50.
97 1∞・
?
，??????????
?
?
?
? ?
o 0 
o O. 
o 0機
50 77・
47 臼m
20 46・
7 14. 
93 
1∞ 
93 
90 
59 
38 
0 
? ? ? ?
??
????
?
《???????
?????
??
??
o O. 
o 0・
5・ 0‘
22・ 0・
40 0.: 
40 50・
13 14・
? ?
?
?
?
?
???
?? ??
? ???
， ? ?
?
? ? ? ? ? ?
?
備考 各区30粒，ただし滋印のものはそれ以下
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第 72表 アカカピ病被害のコムギ種子の大きさおよび比重と内生菌糸の存在歩合
比 重
品 種 大きさ
1.00以下 1.6ー1.10 1.15-1.20 1.24以上
1dF 伺4B 10. 1! 
2.0-2.5 70 40 30 30 
決林 4 号
2.5-2.7 100 60 20 10 
2.7mm以上 70 100 40 22 
。 40 25 。
2.0-2.5 70 90 40 10 
農林 6 号
2.5-2.7 1∞ 80 90 20 
2.7mm以上 80 80 33 13 
20 30 。 20 
2.5-2.5 30 40 。 10 
細 手早
2.0ー 2.7 ω 44 。 。
2.7mm以上 ω 。 。 33 
30 10 10 20 
2.0ー 2.5 50 20 10 10 
事fr 中 長
2.5-2.7 ω 40 20 10 
2.7mm以上 70 30 30 30 
50 。 30 。
2.0-2.5 60 。 10 。
畠田小麦
60 30 20 10 
2.7mm以上 89 。 。 。
白毛南京，愛知赤竹，滋賀早生および北関東14号の7品種の種子にまず唐箕選を行った.唐
箕は福山市かき屋製山崎式改良唐箕で1分間250回転仁し， 1番選と2番選仁選別し， 1番選
を更仁唐箕仁かけて3回反覆選別した.このようにして最後まで1番選に残ったのを重粒， 2番選
仁入ったものを軽粒どした.
a)被害種子の風選ど比重 風選で重粒と軽粒に分け，さら仁比重還を行い粒数の割
合を調べ，第73表に示した.
この結果，風選機による 1番選の重粒の大半は比重 1.2以上の種子であったが，なお2--3割
は比重1.2以下の種子を含んでいた.
b)被害種子の風選および比重選ど発芽との関係 上記のようにして分けた鍾子の発芽を
調べたところ第74衰のようになった.この成績によれば重粒は軽粒に比して発芽は良<.比重選した
もの仁ついてみると軽，重粒仁よる差はあまりなく，比重の大きくなる仁従って発芽歩合も増加した.
c)被害種子の風選および比重選と内生菌糸の存在 上記のよう仁風選後比重選した
種子について内生菌糸の存在をしらぺた.内生菌糸の調査は本節 (3)i )で行った方法と同様
であった.その結果は第75表に示した.
要するに被害穂上からの種子の内生菌糸の存在歩合li，風選による軽，重粒の差よりも，比重
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の大小仁よる差の方が大き<.内生菌糸は比重の小さい種子仁多<.比重が大きくなる仁従って著
しく減少'した.
第 73表 アカカピ病被害のコムキ種子の唐箕選と比怠との関係 (粒数%】
品 粒の 同左軽量 割合種
??????????????，?， 、 』 ?
?
?
?、
?
， 、
?、 ，
?
?
?、
??
、
??
、
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
比重
1.∞1.∞- 1~....... 1.10- 1.15- 1.20- 1.24 
以下 1.05 1.10 1.15 1.20 1.24 以上
一-，，-- 一暢一一一一一一面一一一一%一一一一一" "一一一一 %一一一 % 
5.2.0 5.4 5.0 6.5 7.6 11.1 16.9 47.5 
?
。，?。。?
??
。 ，
?????????
••••••••••••• 
??
??? ??
?
????
??
???
????
??
???
???
??
???????••••••. ??
??
??
??。，??
???
。，?。
??
?
10.7 
9.0 
12.3 
5.4 
5.6 
8.8 
11.2 
13.8 
10.6 
14.9 
13.0 
3.8 
6.9 
5.9 
17.5 
7.8 
6.1 
6.2 
16.6 
7.7 
29.4 
7.0 
23.6 
11.5 
7.1 
5.5 
15.5 
57.1 
18.0 
76.1 
44.6 
58.5 
28.5 
37.9 
10.5 
36.4 
10.0 
74.6 
27.3 
6.2 
4.0 
1.9 
3.0 
3.3 
3.6 
3.8 
5.3 
10.9 
6.2 
6.9 
3.6 
5.4 
9.8 
5.9 
8.8 
4.3 
4.7 
6.1 
7.4 
7.9 
12.2 
9.7 
1(.0 
3.7 
7.1 
???
?。
??????
???
?
•• ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
第 74表 アカカピ病被害のコムギ種子の唐箕選および比重と発芽歩合との関係
品種
農林 1 号
??????????????， ， ， 、 ， ， 、 ， ? ，
?、 ， ， 、 ， ? ，
?、 ， ， 、 ， ? ，
?、 ， ， 、 ，
??
、 ， ， 、 ，
?， 、
?、 ，
??
、 ， ， ? ?
農林 7 号
鴻巣 25号
白毛南京
愛知赤竹
滋賀早生小麦
北関東14号
量
?
??????????」 ??????????
????
??
?? ? ??????
? ? ? ?
???? ?
???
?
??
?
??
?????????
??
?
?
? ?
? ? ?
???? ?
?????
?
?????
?
? ?
?
?
??? ?
?
?
?
??
??
??
????
???
。?
?
?? ?
??
????
???????
•••••••••••• ?
??
??
???
???
?????
?? ?????????????
?
???
?????????????
? ?
??
??
?
••••••••••••• ?? ?
?
，?
???
?
???
， ，
??????
?? ???
????
? ?
備考 合計平均li各比重の%を総括した平均ではなく第73衰の各比重階級の百分率に乗じた合計である
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第 75表 アカカピ病の被害を受けたコムギ種子の唐箕遺および比重選と内生菌糸の存在歩合
蓄量
比 重
品 種 h軍 1.∞14.65 LOS-J 1.1トー 4LIS-P 1.m1叫.24 1.24以上1.10 1.15' 1.却 1
印崎 ~ 50 喝 30 軸 鈎'‘ 20 ‘ 10 ー
70 50 20 20 40 20 20 
80 50 30 30 。 10 20 
80 90 60 30 10 。 10 
60 50 30 20 10 20 20 
80 50 40 30 30 20 10 
70 30 40 20 20 。 10 
30 20 40 50 30 。 。
70 20 10 10 10 10 10 
80 30 50 30 40 。 。
滋賀早生小麦 { : 
40 10 30 30 20 。 。
40 30 30 10 。 10 10 
北関東同{: 
80 70 40 30 40 30 。
80 80 30 60 10 10 。
(4)考 察
アカカピ病一次発生の予防として健全種子と被害種子とを選別する手段として， 飾仁よる種子
の大小の選別， 比重選および唐箕による風選について， 二，三の実験を行った. その結果比重
1・2以上の種子が発芽良好で内生菌糸も少なかった.比重 1.24以上の種子では内生菌糸がほと
んど存在せず， 発芽は非常仁良かった. しかもこれは種子の大小にはあまり関係がないようであり，
風選した重粒は大部分の種子が比重 1.2 以上であったが，なお 2~3 割は比重 1.2 以下の種子を
含んでいた.比重の大きくなるに従って発芽は良くなり，また内生菌糸は少なくなる傾向があったの
で，風選による効果も一応期待出来るが，比重選で分けたものほど差がなかった.
以上，予防のための選別の手段としては筒選， 唐箕仁よる風選よりも多少操作が復雑であるが，
苦塩汁液を用いた比重選によるのが最も適した方法であると言える.
Dickson， Eckerson & Link (1923)はアカカピ病菌仁よるコムギおよびトウモロコジ苗の立枯病
発病の状況を研究し， コムギは 8~160Cのような比較的低い土嬢温度で発芽が良好であるが， ト
ウモロコシは24-280Cの土壊温度で良好なる発育をする. アカカピ病菌は 3~320C で活動力
をもってやるが，その接種したトウモロコジを低温度で発芽させると発病が多<，高温ではほとんど
発病しない. 反対にコムギでは高温度で発芽させると発病が多く， 低温度では被害がなかったこと
を報告している.この原因は寄主植物の健康に育つ温度で被害の少なかったことを報じているので
あるが，筆者の実験ではコムギ箇のアカカピ病仁よる被害は 150C前後で最も大きかっただけで，
Dicksonらの実験仁一致した結果とはならなかったが，そうした傾向だけは認められた.
2.第一次伝染
アカカピ病の一次伝染とその伝染経路を明らか仁することは，本病の防除対策を考えるため仁はなは
(184) 
? ?? ?
だ重要である.特ι本病の去う仁出穏期から成熟期に感染する病害では，感染の期聞が短いので，
その病菌の越年方法，伝染経路および伝播機構を明らか仁する必要がある.
(1)第一次伝染経路
。病原菌の生存期間
アカカピ病菌の生存方如何は本病発生の伝染源の消長仁大きな役割をもっている.また菌類の
生存期聞は環境に著しく影響されるので，まず本菌の生存期聞と温度の関係lこついて調べた.
a)寒天培養基上仁おける生存期間 アカカピ病菌の2菌株をパレイショ煎汁寒天，麦
芽エキス寒天および稲わら煎汁寒天の斜面培養基に240Cで3週間培養した.これを00，50， 
100， 150， 200， 250， 300および350Cの8段階仁分け，その後1ヶ月毎仁菌の生死を調べた.
この実験では日数の経過に従って培養寒天が乾燥固化し，検定のための移植培養が不可能となっ
たので， 13ヶ月後に調査を中止した.
この結果は第76表仁示した.パレイジ=寒天，麦芽エキス寒天および稲わら煎汁寒天のいずれで
も200C以下で13ヶ月間以上， 300Cで6ヶ月間以上， 350Cで1-2ヶ月間生存した.しかし
麦芽エキス寒天では他の培養基仁比較して生存期聞が短かった.
第 76表 アカ力ピ病菌の寒天培養基上仁おける生存期間と温度との関係、
議支! 0・ 5。 10・ 15。 却。 250 却。 a&・
以上以上以上以上以上ヶ月 ヶ月 ヶ月
(即イジヨ煎日月四時日開 13ヶ月 137.R 12-13 7-8 1-2 
No.790 麦芽エキス寒天 13 " 13 " 13 " 13 グ 13 " 10-11 " 4-5ν 1-21/ 
稲わら煎汁寒天 13 グ 13 グ 13 か 13 グ 13 グ 12ー 131/ 6ー 7" 1-2" 
l-No.895 麦芽エキス寒天 13 ν 13 1/ 13 " 13 " 13 " 10ー11か 4-5グ 1-2" 
稲わら煎汁寒天 13 " 13 " 13 1/ 13 グ 13 " 11-1211 6-7" 1ー2グ
備考 本表中1-2ヶ月は1ヶ月後の調査で生存μ 2ヶ月後lこは死滅したことを示し.13ヶ月以上は実験
を中止した13ヶ月後に，なお生存していたことを示す
b)稲わら培養基上における生存期間 寒天培養基を用いた実験では培養基が乾燥して
不便が多かったので， 稲わら片を試験管lこ入れ，少量の水を加えて高圧殺菌した稲わら培養基を
用いて生存期間を調べた.
第 77表 アカガピ病菌の蒸稲わら培養基上仁おける生存期間と温度との関係、
二舎と 0・ 5・ 100 15・ 笥IJD 26" 錨ro 笥P首
No. 790 36ヶ以月上 36ヶ以月上 33ヶ-月，34 33-34 24-25 10-11 7-8ヶ月 2-3ヶ月ケ月 ケ月 ケ月
No. 895 36 " 36 1 36ヶ月以上 33-34ヶ月 24-251/ 15-16" 4-5" 4-5" 
備考 本表中2-3ヶ月は2ヶ月後の調査で生存し.3ヶ月後には死滅したことを示す
36ヶ月以上は実験を中止したとき生存していた
-27ー (185) 
この結果は第77表に示した.本病閣は燕稲わら培養基上において，気乾状態で50Cでは36ヶ
月間以上， 100-150Cでは33-36ヶ月間以上. 200 Cでは14ヶ月間， 250Cでは10-15ヶ
月間， 300Cでは4-7ヶ月間， 350Cでは2-4ヶ月間生存した.これらの結果を要約すれば本病
菌は蒸稲わら上において，気乾状態で常置では2ヶ年間以上，低温では3ヶ年間以上生存するこ
とが明らかとなった.
冊子のう販の形成ならびに成熟の時期
アカカピ病菌の子のう置の形成は歯妹によって著しく差があり，また環境条件特に温度の影響が
大きし~ (第IV章容照).野外の自然状態では春季4，5月噴から子のう殻の形成が観察されるの
で，季節的に子のう殻の形成を調べた.
実験方法と菌株 子のう殻の形成には稲わらに純粋培養するコップ法で行った.一定期間後
に子のう殻形成の有無， 多少および成熟の程度を調べた〈第XIl図版1). 実験は1933-1938
年に行ない19菌株を用いた.
実験結果 5ヶ年間行った実験成績は年によって多少異なるが，大体同様の結論仁達し
たと思われたので，その代表的な菌株仁ついての成績を第78表に示した.これによると子のう設の形
成は実験を始めてから初冬まで行なわ九その後冬の聞は形成されず翌春3月下旬以後に至って再
びその形成が始まった.例外として1935年の No.863菌株は12月まで形成した.子のう殻の形
成が非常に良好であった菌株で，翌春以後極めて貧弱になったものもあったが， これは培養が長くな
るとその形成が少なくなる菌株があることを意味した.
実験年度
1933-34( g) 
向 1/ 
1935-36 
初 1/ 
1936-37 
" 1I 
1937-38 
第 78表 アカtrピ病菌の子のう般形成期間に関する実験結果
〈5ヶ年間の実験で代表的と考ヘられた菌徐の子のう殻形成期間〕
菌No株. 
895 
1/ 
863 
908 
1266 
882 
1266 
子のう鍛形成の月日
10月 FU月 守121) I 1月 I 21) j. 3月 I 4. 1) I 5月
一一一一一一一→26)(8 3)(20 -
ー→27)(11 一一一一一一一ー←一 一--3)(却
→却)l5 5)(20 
一一一一一一ー →2O)(.G-- -一一・ー ・一--5)(20 
→5)(20 - -20)(6 
ー→20)(5- ー一 ー一一一一一一酌ゆト一一一一一→
一一一ー →5)(20 町ー。 -
備考実線は形成期間を，点線li不形成期間を示す
子のう般形成の月日の欄仁おける数字はその月日を示し，例えば最初の行の一一25)(8----3)(20-ーー
は11月25日まで子のう般を形成し. 12月8日から3月3日まで形成がなく. 3月20日から形成があっ
たことを示す
(g)はガラス室内においたもので，その他はすべて実験室内においたものである
子のう般の形成期聞が年によって変化することは，その年の温度の高低に影響され，また菌株に
よっても著しい差が生じるからである.阿山県南部地方では秋期11月頃まで子のう殻が形成され，
その後冬期には形成されず，翌春3月下旬頃からまた形成が始った.Gたがってアカカピ病菌の子の
う殻形成は3月下旬頃から 11月頃までいつでも行なわれる結果となった.
(86) 2ー8-
子のう殻の形成と成熱については 1935~36'rj::の実験例を第 79表に示した子のう殻が多量仁
形成される時期はすで仁子のう胞子も成熟してやる.
アカカビ病菌の子のう般の形成ならびに成熱と季節との関係
実験期間中の
日平均温度
子のう胞子の成熟
20.1 
18.4 
14.8 
14.1 
9.2 
11.8 
5.5 
5.4 
7.8 
6.6 
7.3 
11.6 
14.2 
15.6 
18.1 
18.2 
23.1 
875 
??
??
??
??
??
??
??
?
第 79表
~酋
~ 株
実験 ~ 
開始月日 ~
年" B 1935. 10. 5 
10. 20 
11. 5 
1. 20 
12. 5 
12. 20 
1936. 1. 5 
1. 20 
2. 5 
2. 20 
3. 5 
3. 20 
4. 5 
4. 20 
5. 5 
5. 20 
6. 5 
以下略
予のう般の形成
908 
??
??
??
??
????
??
882 
??
??
? ?
??
??
??
??
??
863 
??
??
??
??
??
??
??
??
??
875 
+ 
+ 
??
??
??
??
+ 
908 
土
+ 
* 
+ 
特
? ?
??
??
??
土
882 
? ?
??
? ?
??
??
??
????
No.863 
土
土
????
??
????
? ?
??
??
??
子のう殻形成ならびに子のう胞子の成熟の程度のー はなし，土Ii極少で，柵t極多を示す
気温li自記寒暖計の記録を2時間おきに読取って日平均気温を表わし.さらに実験期間の平均温度を
示した
備考
i臼)野外における子のう般の形成状況
岡山県南部地帯では秋lこ牧穫した稲わらを野外lこ堆積貯蔵するが，翌春これらの稲わら仁はアカ
カピ病菌の子のう殻が豊富に形成される.この子のう殻は成熟して多数の子のう胞子を形成してお
り，一次発生の伝染源の一つであるととは疑いの余地がない.そこで数10ケ所の堆積稲わらおよび
愛稗lごついて，また稲株や雑草についても子のう殻の形成状況と成熟程度を観察調査した.
a)子のう殻の形成ならびに成熟状況 闇場に堆積した稲わらについて 1934年3月15
日より大体1週間の間隔で子のう殻の形成と成熟の時期について野外観察を行った.その結果は
第80表仁示した.
この観察から 1934年には子のう殻の形成ならびに成熟は4月下旬から 5月初旬仁始まり，一方
この時期はコムギの出穂，開花期であった.その後新しい子のう殻はたえず形成されたが， 6月下旬
仁なると，最初に形成されたものの多くは，その中の王子のう胞子が飛散して空となっていた.このよ
うに子のう胞子の成熟飛散は麦類の出穂開花の時期に始まり，その後麦の刈取後も長〈継続し
た.
(1$l) -29-
第 80表 野外におけるアカカピ病菌の子のう殻の形成と成熟についての観察
観察期日 記 事
1934年3月15日 堆積稲わらの表面には菌糸の発育を認めた.しかし子のう殻の形成はなかった.
グ 3月23日同 上
" 4月1日グ
か 4月9日 稲わらの表面には白色の菌糸の発育が認められたが，子のう愈の形成はなかった.
グ 4月15日同 上
。4月21日 稲わら上に幼~，子のう殻と思われる微少なる黒点を認めた.
" 4月28日 極めて少数ながら子のう般の形成を認めた.しかしその内郎には子のうを認め
なかった.
グ 5月7日 多数の子のう般の形成を認めた.しかし子のう胞子を成熟した子のう殻は極め
て稀であった.
" 5月15日 多数の子のう殻の形成を見た.その過半数には成熟した子のう胞子を1mめた.
子のう胞子飛散の初期と恩われる.回場における畠田小麦など多くのコムギ品
種は殆んど出穂したが，まだ開花するに至らない.
グ 5月24日 子のう殻は殆んど成熟し，いずれも盛んに子のう胞子を飛散した.附近のコム
ギは開花したものが多しすでに開花が終ったものも多数あった.アカカピ病
の発生も認められ，中にはわずかに赤色の分生胞子粘層を認めるものもあった.
" 6月4日 多くの子のう殻はその子のう胞子が飛散し，内部に胞子を存すものは比較的少
数であった.
8 6月13日 同上，附近の圃場では麦の刈取牧穫中のものが多かった.
グ 6月26日 子のう胞子を残存した子のう殻の数は比較的少なく，多くは子のう胞子を飛散
し去ったものであった.附近の周場ではコムギの刈取りを終了していた.
b)堆積稲わらならびlこ麦稗上での子のう般の形成 稲わらや麦稗類での子のう般の形成
程度について 3~昨年間観察した結果を第 81 および 82 表に示した.この結果子のう殻形成は 4 月
中旬頃から認められ.4月下旬には増加した. 1954年の結果では，子のう殻の形成を最初4月13
日仁観察， 4月下旬には非常に多くなり，成熟して多量の子のう胞子を形成していた. 5月上旬
には稲わら上を一見して子のう殻の形成が容易に認められるまで増加し，その後は例外なく堆積稲
わらに認められた.
子のう殻の形成i士気温に影響されるから，その形成開始は年によって著しく異なり，気温の高い
年では早くから形成された. 1956年仁は子のう殻の形成が3月21日仁観察されたが，これは3月
の気温がかなり高かったからである.稲わら仁本菌が寄生するのは子のう胞子の飛散が多い前年9
月頃から始まり，繁殖していたものと思われた.
c)稲株での子のう殻の形成 アカカピ病菌の子のう殻は稲株にも豊富に形成されるので，こ
の形成状況仁ついても時期別lこ調べた.
(1鈎〉 -30ー
第 81表 野外堆積の稲わらでのアカカピ病菌予のう殻形成- . 
戸烈?デ tな-じ3 極tま少〉 少ー 哲?1 t多骨+-) R合 '‘董ケ現時.(+) 
4月13日 49 1 50 
16 44 3 2 1 50 
19 28 13 8 1 50 
22 21 19 9 1 50 
27 8 25 15 2 50 
5 4 5 13 27 5 50 
9 2 8 24 16 50 
14 1 5 15 22 7 50 
19 1 7 23 14 5 50 
24 1 3 17 19 8 48 
29 12 17 18 47 
備考 調査ケ所数の中水田稲株および麦稗を各42ケ所含む
5月24および29日の調査数が少ないのは稲わらを取除かれたためである
第 82表 野外堆積の稲わらでのアカカピ病菌子のう殻形成程度
階月¥日形¥成¥程度 tな-し1 極t土少3 少(+) 精(#-多} (~) 極(1的多 調査ケ肩書t
‘ '‘ '‘ -ー '‘ '‘ 4月13日 .98.0 2.0 踊
16 88.0 6.0 4.0 2.0 50 
19 56.0 26.0 16.0 2.0 50 
22 42.0 38.0 18.0 2.0 50 
27 16.0 50.0 3.0 4.0 50 
5 4 10.0 26.0 54.0 10.0 50 
9 4.0 16.0 48.0 32.0 50 
14 2.0 10.0 30.0 44.0 14.0 50 
19 2.0 14.0 46.0 28.0 10.0 50 
24 2.0 6.3 35.4 39.6 16.7 48 
29 25.5 36.3 38.2 47 
備考 調査ケ所数に対する子のう般の形成ケ所数の割合
水田に散在する稲株を集め，これをつぎのよう仁処理した.(I)無殺菌，無接種 (II)無殺
菌接種， (III)殺菌接種， crV)無殺菌2月接種.これらの稲株には最初4月19日に子のう
殻の形成がわずかに認められ，その後非常に多くなり， 6月3日にはrv区仁49.6% (株数%)
形成した.しかし殺菌接種のものにその形成がなかったのは，接種条件が悪<，本菌の発育に環境
条件が適さなかったためであろう(第83表参照).
水田に裏作がなく刈取ったままの柵株仁ついても適当な場所で200株を選び，子のう殻の形成を
調べた(第84表).その結果では4月13日に調査株の25%仁子のう殻が形成され， 4月21日
頃まで形成量が増加し，多l"¥場所で調査株の50%近く仁子のう殻の形成がみられた.その回で特
-31ー (189) 
第 83表 稽株仁おけるアカカピ病蘭子のう般の形成
長選?hi
I 
??
? ?
???
? ?
???
，
??
、?
』 『 、
?、
??】??，???
『
? ? ? ? ?
、
??
.!形成株数{:;
i比率(%)~:; 
? ?
???
? ?
???
??
??
4月
19日 22
163 1伺
12 16 
2 1 
25 28 
5月
1日 7
????? ? ??
? ?
?????
??，
?
?
??
????
? ? ??
? ?
? ?
??
??
， ? ?
??
92.1 90.4 84.7 80.8 
6.8 9.0 14.7 17.5 
1.1 0.6 0.6 1.7 
??
? ? ?
??
?
??
????? ??? ?
， ? ?
?
?
???
。 ，
?
?
??，
?
?
??
?
?
??
??
， ? ?
?
? ?
87.3 85.5 82.6 79.7 
12.1 13.3 16.2 19.7 
0.6 1.2 1.2 0.6 
195 195 195 195 
100 100 100 100 
??
??
?? 。 ，
?
?
???
??
?
? ?
， ? ?
???
??
??
，?
? ?
， ? ?
?
?
??
84.1 79.6 75.2 77.0 
15.0 18.6 22.1 20.3 
0.9 1.8 2.7 2.7 
82.5 76.8 
14.7 19.8 
2.8 3.4 
??????????
??
???
81.5 78.0 
17.3 19.7 
1.2 2.3 
195 195 
100 100 
75 74 
35 33 
3 4 
2 
66.3 65.5 
31.0 29.2 
2.7 3.5 
1.8 
6月調査
27 3日株数13 20 
127 127 122 118 177 
40 37 42 45 
7 8 8 9 
2 5 5 5 
71.8 71.8 68.9 66.7 
23.0 20.9 23.8 25.4 
4.0 4.5 4.5 5.1 
1.1 2.8 2.8 2.8 
131 119 118 114 173 
36 39 40 47 
4 13 13 10 
2 2 2 2 
75.7 68.8 68.2 65.9 
20.8 22.5 23.1 27.1 
2.3 7.5 7.5 5.8 
1.2 1.2 1.2 1.2 
195 195 195 194 195 
1 
100 1∞ I∞ 99.5 
0.5 
?????
??
?
??
?
??
??
?
???
??????
?
??
? ?
??』?
?
•••. 
??? ??
?
? ?? ? ?
?
•••• 
??
?????
?? ?
?
?
? ?
?
? ??? ???
?? ? ?
??
??
??
??
? ???
備考 I無処理， 1無殺菌接種， J:殺菌接種， N 無殺繭接種 (2月15日3
1 .・H・..ItI:12月15日設置
子のう般の形成程度:(-)なし. (+)少や. (-1+)やや多以 <*)多い
比率は調査総線数仁対する百分率である
第 84表 水田繍株仁おtるアカカピ病画面子のう般の形成
? ? ?
? ?
???
?
， ? 。 ，
?
? ? ? ?。??
，?
?? 。
??
?
?
??
?
??
12.0 
11.5 
12.5 
調査数
議
?
??
? 割合示事
37.5 
48.0 
42.2 
200 
200 
2∞ 
?????????
備考 子のう殻の形成が減少したときがあるが， これは同一水田でも同じ稲株を調べなか
ったためであ忍
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。 ，
?
に形成が多かった稲株の近くは堆積稲わらく毎年同一場所〉があったので，この場合ではここにそ
の伝染源があったものと考える.もちろん土嬢中仁も本菌は生存している.またこの稲株は水田が湿
潤であったため菌の発育もよく，その形成仁好条件でもあったからで，そのような場所は堆積稲わら
上での子のう殻の形成時期より早かった.
d)雑草上での子のう殻の形成 自然状態でアカカピ病菌の子のう殻はムギ類の被害穂，
禾本科雑草仁おけるアカカピ病菌子のう般の形成(ポット実験)第 85表
E 
ヒエ
++ 
++ 
-トー
++ 
+ー
++ 
???
++ 
++ 
++ 
十一
+ー
E 
++ 
++ 
++ 
++ 
I 
+ー
+ー
類
Arthraxon cryptatherus Koidz. var. ci/iaris Koidz. コプナグサ
Digitaria ci/iaris Pers. メヒ‘ンパ
Echinoch/oa crus-gal/i Beauv. var. jrumentacea W. F. W. 
E. crus-gal/i Beauv. sbusp. submutica Honda ノピエ
E. crω-ga//i Beauv. var. oryzico/a Ohwi タイヌピエ
E/eusine indica Gaerth. ヲヒシパ
Oryza sativa L. イネ
Pennisetum q/opecuroides Spreng. (P. japonicum Trin.)チカラ、ンパ
Setaria viridis Beauv. エノコログサ
S. /utescens Hubbard. キンエノコロ
種の草雑
+一++ 
無接種E 3月接種，E 10月接種，(-)子のう殺の形成なし(+)形成あり I
1区l種にポット2個を使用.
備考
L室内実験〕禾本科雑草におけるアカカピ病菌子のう殻の形成第 86表
10日後
Arthraxon cryptather凶 Koidz.var. ci/iaris Koidz. コプナグサ
Digitaria ci/iaris Pers. メヒシパ
D. ci/iaris Pers. メヒシバ〈生〉
Echinoch/oa crus-ga//i Beauv. var. jrumentacea W. F. W. ヒエ
E. crus-ga//i Beauv. subsp. submutica Honda ノピエ
E. crω-ga//i Beauv. caudata Kitagawa ケイヌピェt生〉
E. crus-ga//i Beauv. var. oryzico/a Ohwi タイ買ピエ
E/eusine indica Gaerth. ヲヒシパ
Oryza sativa L. イネ
O. sativa L. イネ(生3
Pennisetum a/otecuroides Spreng. (P. japonicum Trin.)チカラ・ンパ
Setaria viridis Beauv. エノコログサ
S. /utescens Hubbard. キンエノコロ
???????????????????????
5日後
?
???
+t 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
土
類種の草雑
+ 
+ 
L刊十)極多町、
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Ut十)多~'.(+t)やや多い，
雑草名L生)とあるのは生茎を使用，その他は枯死植物を使用した
子のう殻の形成は3つの平均である
子のう殻の形成程度 〈土〉極少~'. (+)少~'.
? 。
備考
稲わら，稲株，麦稗， トウモロコジの切株なc!::(こ形成され，非常な広範囲lこわたっている.このほか
雑草にも発育して子のう殻を形成することは想像できるので，まず数種の禾本科雑草lこついて調べた.
第85表仁示すような種類の雑草をポット仁植付け，一種の雑草lこっき6鉢ずつを用いた.さらに
これを2鉢ずつ一組にして， (I)無接種， (II) 10月接種， (III)翌3月接種の3区仁分け子
のう殻の形成を調べた.
用いたどの種類の雑草でも子のう殻が形成された.また無接種区の雑草6種に子のう殻の形成が
あったことは本菌の自然感染仁よってできたものと考えられる.
これらの雑草を用いて実験室内で細長ビーカー法で子のう殻の形成を調べた.第86表仁見るよ
うに，用いたEの禾本科雑草にも子のう殻が多数形成された.
iv)子のう胞子の飛散状況
野外で形成される子のう胞子が飛散する状況を知るために，堆積稲わら附近仁つぎのような胞子
採集台と胞子採集器を設けた.胞子採集台は地上3尺の高さに縦横35x50cmの水平台を作
り，これより 1尺の高さに降雨の直接触れるのを防ぐため屋根を設けた.この採集台と胞子採集器
を用い，グリセリγ・ゼラチジ塗布スライドグラスを置き， 毎朝一定時間に取替えて}昼夜放置
し，飛散する胞子を附着させ， 18mm平方のガパーグラス中仁存在するアカカピ病菌の子のう胞子
を数えた.子のう胞子採集は1952年から1957年の聞で行ったが，飛散様式仁変りがなかったので
1952年と1957年の結果を第87表および第12図に示した.
第87表と第12図によれば，アカカピ病の一次伝染に直接関係のある期間，すなわち4.，5月の
胞子飛散は麦の出穂前の4月下旬頃から始まり， 5月中旬頃から降雨のあったとき，あるいは降
雨後の曇天多湿な天候のとき，特仁5月10，20および23日仁多かった.反面晴天乾燥の日仁は
少なかった.分生胞子の飛散も子のう胞子の飛散状況によく似ていた.
第88表と第13図によれば，子のう胞子の飛散は第87表の場合と閉じく降雨のあった時に多
く，特に5月12日と25日仁多かった.なお5月'12日はコムギ穂の開花期に当っていた.
40 
胞30
子
採 20
集
数
10 
• • . 
19日2123 25 21 29 1 3 5 1 911 13 15 1 19 21 23 25 27 29 31 
4月 5月
第12図 アカカピ病菌子のう胞子ならひじ分生胞子飛散と降雨との関係
図中・は降雨のあった日を示す 調査は毎日午前9時
実線l土子のう胞子採集数，点線は分生胞子採集数(l8mm平方あたり)
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第 87表 アカカピ病画自の子のう胞子ならびに分生胞子飛散数と気象 (1952年〕
飛子散の数う平胞子均 分飛散生数胞平均子
天 候
月日
降雨量天気 気温 湿度
4q P19 F 13.9∞ 69 -
町同"。 。 曇 21.8 
20 。 。 11 14.3 96 23.0 
21 。 。 情 16.5 66 
22 。 。 快晴 16.3 45 
23 0.2 。 晴 15.3 47 
24 。 。 曇 12.9 54 8.5 
25 4.0 2.0 雨 10.2 90 13.0 
26 1.2 0.5 • 15.4 62 27 1.2 2.0 w 14.2 57 
28 0.8 。 " 17.2 79 9.8 
29 6.0 2.8 雨 17.4 95 17.1 
30 0.8 2.2 曇 18.0 94 
5_ 1 1.2 0.3 快晴 19.8 56 
2 2.0 1.8 晴 18.5 60 
3 2.5 5.7 4島 17.6 75 4.0 
4 0.5 0.7 1 19.0 94 7.9 
5 0.7 0.2 晴 20.4 74 
6 1.7 1.5 " 19.7 77 
7 2.8 2.3 " 16.2 92 0.0 
8 0.7 。 曇 18.9 70 
9 0.7 0.3 情 16.6 51 7.0 
10 22.2 3.2 4島 17.0 1∞ 18.2 
11 8.7 1.8 " 19.9 86 12 4.2 2.5 " 18.8 97 
13 2.7 1.2 晴 21.3 78 
14 1.7 1.2 快晴 20.7 76 
15 0.3 。 " 24.3 46 
16 1.7 。 11 19.7 76 
17 5.0 5.3 • 22.5 
57 
18 6.3 2.0 11 23.7 66 
19 3.7 2.0 11 22.0 94 4.1 
20 33.0 21.3 雨 21.3 97 11.6 
21 1.7 0.7 4島 24.5 95 
22 6.7 3.0 " 20.8 88 11.0 23 17.3 13.7 " 22.0 89 24 5.7 0.7 晴 21.1 81 
25 5.0 1.7 快晴 18.3 52 
26 3.0 19.0 4島 16.8 67 16.3 
27 5.0 3.0 雨 16.2 99 13.3 
28 4.7 6.3 • 19.0 91 29 0.7 1.0 快晴 22.0 76 
30 0.5 0.5 晴 24.0 88 
31 0.5 1.0 4量 19.4 98 
備考 気象観測は午前10時の調査である
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(1957年3アカカピ病菌子のう胞子の飛散数と気象第 88表
降水量
剛圃
19.~ ' 
23.7 
19.3 
7.6 
9.2 
0.2 
0.1 
15.4 
8.3 
0.4 
17.8 
1.6 
12.2 
5.2 
0.4 
4.6 
8.1 
11.2 
5.7 
4.8 
0.1 
1.3 
41.7 
2.5 
湿度
?????。。?????
?
????????????????
???
?
??。?????
????
??
??????
?
??
??
???
?
??
??
?
?
????????????????????????
最低
気温
? ?? ??
，???????
?
????????????????
?
???
? ?????????????????????
?
??
??
???
??
??
??
??
???
????
?
??
??
??
??
??
??
?? ? ?
??
??
??
??
??
??
??
??
??
? ?
?
??
?? ? ? ?
??
最高
気温
18.~ 
20.4 
21.7 
24.0 
24.5 
23.0 
21.6 
20.3 
29.3 
25.2 
18.0 
14.4 
19.3 
15.4 
17.0 
20.0 
17.7 
21.1 
24.3 
24.2 
18.7 
20.0 
18.7 
19.6 
21.1 
26.1 
26.5 
24.3 
18.1 
21.8 
25.3 
24.5 
24.0 
23.0 
20.4 
21.8 
23.7 
25.8 
21.7 
22.3 
26.0 
27.7 
25.2 
25.0 
26.0 
19.8 
20.5 
22.7 
温度
(9時〕
???????????? ?
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• ????????????? ?????
?
??
?
??
??
?? ? ?
??
??
?
?
??
?
??
????
?
??
????
? ? ?
??
??
??
??
?
?
?
???
? ?
?? ? ?
??
?????
?
?? ?
?? ?
?? ?
????
?
??
?? ?
??
??
?
??
? ?
，??
?
?
?
? ?
??
? ?
?? ? ? ? ?
?
天気
?。??? ??
? ?
????? ???????????…??
?
????
?
?????
??? ? ?
???? ?
??
???????? ?
?
?
↓
? ?? ?
??『
???
?
?
?
日
? ?
???? ?
? ?。????
??
???
???
??
??
??
???
?
??
??
??
??
??
??
??
?????
?
??
??
???
???
??
??
月
5 
6 
???
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子うの胞子飛散の開始は，その形成の早晩仁よって異なり， 3月から4月上旬の気温が著しく
高い年仁は子のう殻の形成が早く，従って胞子飛散も早まるが，飛散開始は子のう殻形成後1週
間頃からであった.胞子飛散の増加は子のう殻形成最仁関係することは明らかで，普通の年ではそ
の形成は4月下旬または5月上旬仁増加する.従って胞子飛散の増加もその1週間後頃から降雨
のあったときな~tこ多くなった.普通 5 月上旬頃から降雨の度毎仁子のう胞子飛散が多く，この時
期はちょうどコムギの開花成熟期に当り，穂の最も感染しやすい時期でもある.これら環境条件か
ら考察しても降雨により子のう胞子の飛散が多く，麦穏に附着した胞子は降雨後の水滴または曇
天多湿のため，菌の発育仁良い条件であり， 麦穂仁侵入しやすい.これらの観察結果から本病の
40 
?
??
???
、 、 ? ? ? ?
?????
???? ?
? 、
30 
20 22 24 26 28 30 2 4 6 8 10 12 14 16 820 22 24 26 28 30 1 3 5 7s 
4月 5月 6月
第 13図 アカカピ病菌子のう胞子飛散数と降雨との関係 (1957年)
図中 ・l土降雨のあった日を示す 調査は毎日午前9時
10 
70 
胞 60
子 50
採 40
集 30
数 20
612345612345612345612345612345612 
6月7月 8月 9月 10月 11月 12月半句
第 14図 アカカピ病菌の子のう胞子飛散数
? ?? ?
(95) 
一次発生源としては穂の開花時の降雨の度毎仁多く飛散する干のう胞子が大きな役割をもっている
ことは明らかである.
第 89表 アカ力ピ病菌の子のう胞子飛散散と気象 (1952年，半旬別〉
月 日 子飛散の数う平胞均子 平雲量均 平温均度 降水量 測降候水所量 測日候照所計
tt もr 25.5・0 14.T 褐.7同 hm 8.1 加'，6
7 1 3.3 8.5 24.2 140.9 154.9 25.3 
2 2.7 8.9 24.6 113.2 112.6 21.2 
3 2.2 7.9 25.8 94.5 13.2 20.7 
4 0.9 5.1 29.4 10.2 26.2 41.4 
5 1.3 1.0 28.5 61.6 
6 2.1 8.0 27.9 87.7 85.9 32.0 
8. 1 2.2 5.8 30.5 3.4 44.7 
2 3.6 6.0 28.5 12.0 5.5 43.7 
3 11.1 2.6 27.7 54.5 
4 7.9 7.5 28.5 23.4 11.5 30.6 
5 18.8 4.7 28.3 21.5 6.9 47.5 
6 18.7 1.3 30.4 67.0 
9 1 44.5 5.9 29.2 21.0 40.3 
2 39.3 10.0 25.4 30.4 34.6 5.7 
3 36.6 10.0 25.5 50.1 51.9 10.8 
4 67.7 6.6 24.2 0.2 22.6 
5 10.6 3.3 24.9 1.7 49.8 
6 12.1 5.6 23.4 11.3 9.6 31.9 
10 1 9.3 2.9 22.3 49.1 
2 19.4 6.5 20.7 22.6 30.5 26.7 
3 9.6 6.2 19.5 6.3 10.9 26.7 
4 5.5 1.4 18.9 11.0 。 45.7 
5 5.8 5.3 17.2 2.7 3.1 30.4 
6 6.0 7.8 16.8 9.7 9.9 30.5 
11. 1 4.3 3.8 16.7 70.1 66.1 30.1 
2 3.8 2.1 16.8 1.6 43.9 
3 1.5 5.0 12.6 4.6 11.7 5.0 
4 1.1 4.0 13.5 38.9 
5 。 6.3 14.7 27.7 
6 。 3.9 14.7 15.4 17.3 28.7 
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麦の刈取後の子のう胞子の飛散は，麦穂のアカカピ病の発生仁直接関係がないので. 6半旬別
仁して1952年の結果を第89表および第14図仁示した.子のう胞子の飛散は麦の刈取り後も行わ
れ.11月中旬頃まで続いた.調査の結果仁よると胞子の飛散は7月には少なく. 8月3半旬頃か
らしだい仁増加し. 9月中， 下旬が最も多<. その後減少した. 麦の成熟期には降雨のあったと
き仁胞子の飛散が多かったが，梅雨期である6.7月の降雨中仁は子のう胞子の飛散が少なかっ
た.このことは野外に形成される子のう胞子の量仁関係し.4. 5月ζ形成された胞子はそれまでlこほ
とんどが飛散し， また連続する降雨のため雨滴によって流されるためと考えられる. 子のう胞子の飛
散が9月中，下旬仁多むその飛散が一つのピークを生じたことは， 研究上重要視すべき問題で
ある. 9月になって朝露など湿気をおびて子のう殻から子のう胞子が放出しやすくなったためと，思わ
れた.10月あるいは11月頃になると子のう殻の形成が少なく，また中止され，子のう胞子飛散も
この時期仁終った.
以上の結果から子のう胞子の飛散は子のう殻の形成状況に関連しており， しかも天候に大きく支
配される.
...)子のう胞子が子のう般から放出する樋梅
子のう胞子の飛散は降雨のあったときに多やが，その飛散方法は雨水による懸濁液の形で飛散す
るよりもむしろ降雨後空中湿度が極めて高い場合仁多じようである.大雨の場合は胞子が風で
飛散するよりも懸濁液の形で流れ落ち
やすい. この観点から子のう胞子が子
のうから放出される場合の空中湿度の
彰嘗について実験した.
a)子のう胞子の放出と湿度と
の関係
第15図に示すようにジャー レにガラ
ガラス容器
ス管を並べ，これ仁子のう殻を豊富仁
形成した稲わら片をおいた. 子のう殻
から放出される子のう胞子を採集する
ジャーレ 水または湿度調節溶液
仁は稲わらの上部 0.5cmの位置仁グリセリン・
ゼラチン塗布スライドグラスを下向においた. 空
中湿度の調節仁は 270Cで湿度100%仁は水
を.92 %と81%にはそれぞれ硫酸加皇と硫酸
亜鉛の飽和液をジャー レに入れ， 全体をガラス
容器で密封し. 2日間保った.放出した子の
う胞子数はスライドグラスの 18mm2の面積仁つ
いて数えた. その結果は第90表仁示した. 子
のう胞子の放出は飽和湿度では多数認められ
たが， 湿度92%では1個の胞子を数えただけ
第15図 アカカピ病菌子のう般からの子のう胞子放出
と湿度の関係を調べるのに用いた実験装置
第90表 アカカピ病菌子のう胞子の子のうからの
放出と空中湿度との関係、
空中湿度第1回第2回第3回第4回第5回
1ω% 73 1.659 1.236 3 1，659 
92 1 1 。。 1 
81 。。。。。
備考 1∞%Ii H2 O. 92%liK雪S04.81%は
ZnS04の飽和液で空中湿度を一定にした
-39ー (197】
であった.この採集数は用いた子のう殻の量にも関係するが，子のう胞子は飽和仁近い空中湿度の
場合，無風状態でも放出されることが明らかとなった.
b)子のう胞子が放出される高さ
前項のような方法で稲わら片の一部を水仁浸
し， スライドグラスの高さを子のう殻から 0.5，
1.0および 3.Ocmとし， 胞子の採集結果を示
せt1:第91表のようであった. 胞子放出の高さは
0.5cmで著しく多し 1.Ocmでも認められた
が.3.Ocmではただ1個の胞子を採集しただけ
であった.従って無風状態で子のう胞子が子
のう殻から放出される高さ怯ほほ3cmまでの高
さの間仁あるものと考えられる.
第91表 アカカピ病菌子のう胞子が子のう殻
から放出される高さ
高き 実第1 験回 2 3 4 
0.5 ，‘ 1HI- 1HI- fIlt 相性
1.0 +十 + 十
3.0 土
備考 空中湿度は水で調節した1∞%である
土t土子のう胞子が1個であった
c)子のう殻が吸湿しでから子のう胞子を放出するまでの時間 子のう殻が吸水し始めて
から子のう胞子が放出されるまでの時間を知るため仁，上記めのような方法で，一定時間ごと仁ス
ライドを取替えて胞子数を数えた.その結果は第 92表lこ示した.子のう胞子は子のう殻が吸水し
始めてから9時間で放出を始めた.その後も胞子は放出され. 6日後仁おいてもなお続いた.これ
は個々 の子のう殻については判然としないが，子のう殻群仁ついては胞子が一時仁放出されるものでな
く，長〈続くようであった.
第 92表 アカカピ病画面子のう殻の殴湿時間と子のう胞子放出時間との関係
吸湿時間 0-24肩 24-48 48-72 72-96 96-120 120-144 
+ 1¥十 H枠制t * * 
子のう胞子
放出時間
時間
0-4 4-9 
* 
? ?
9-14 14-23.5 23.5-27.5 27.5-31.5 31.5-35.5 35.5-48 
* 
? ? ? ? ? ??
備考空中湿度は1∞%
d)コムギの生葉上でのアカカピ病の発生
麦類のアカカピ病は， 主として成熟期の穂仁発生し， 被害粒を蒔付けたとき仁は幼苗仁も発病
が認められた. しかし葉仁も発生することがあり，接種試験で人工降雨を行った接種室のコムギ薬に
一種異様な病斑を寵めた.その病斑は最初極めて小形であって長さ 2mm内外の緑褐色または褐
色斑点として現われ，その周辺仁は楕円形帯黄色の変色帯を有した.その後病斑は急に拡大して
長楕円形または紡錘形lこなり，さら仁多数の病斑が合して極めて不規則な形状となった(第II図
版2).病斑の色は後に濃褐色または暗褐色となり，周囲仁は常仁黄色または帯黄色の変色帯を
生じた.大きさは普通 2~5cm であるが，時lこ多数が合したものでは長大の病斑を形成した.その
病斑部lこはアカカピ病菌に類似した多数の分生胞子の形成を認めた.分生胞子は最初気孔からで
た担子梗上に生ずる(第XII図版4)が，後仁は病斑部の全面仁形成された.との葉上仁形成され
た分生胞子を被害穂あるいは純粋培養仁よって形成した本病の分生胞子と比較すると，その形状
は全く同じであった. このよう仁アカカピ病菌は麦穂および幼苗だけでなく， 生葉をも侵害し， 特
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殊な病斑を形成すること.が明らかとなった.それで環境によっては生棄における発病から引続いて穂
仁発生する機会があると考えられた.
vii)穂上での子のう胞子の発芽
水滴中での子のう胞子の発芽仁つひては第V章3の項で述べたが，ここでは実際感染の場合であ
るコムギ穂上での胞子の発芽について調べた.
a)子のう胞子の発芽と温度 野外の稲わら上仁形成した子のう殻中の子のう胞子を採
集して懸濁液とし， 1回遠心沈澱で洗糠して発芽試験に用いた.この胞子懸濁液を十分清洗した
コムギ農林4号の穂に附着させて，ジャー レの湿室内仁おき， 130， 200， 240， 270および300C
の5段階の温度で発芽させた.6時間後に穂上の胞子を蒸溜水で洗い落し，これを遠心分離器で
沈澱濃縮して検鏡した.この比較には 240Cの蒸溜水中での発芽を調べた.その結果は第16図仁
示した.
穂上での子のう胞子の発芽歩合は240Cが62.7%で最も高く，ついで270Cの55.3%， 300 C 
の46.6%の順で， これらの発芽歩合は200Cの28.1%より高かった.低い温度130Cでも 9.6%
の発芽歩合を示した.蒸溜水中での発芽歩合は39.7%で，穂上での発芽200Cより高く， 240， 
270および300Cより低かった.穂上での胞子の発芽が蒸溜水中での発芽よりかなり良好であった.
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第16図 アカカピ病菌子のう胞子の発芽と温度の関係、
(コムギ穂上)
発芽率liliへの変換値で示す
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第17図 アカカピ病蘭子のう胞子の発芽と温度
実線:コムギ穂上 点線:水滴中
発芽率l士。への変換値で示す
次項のよう仁子のう胞子は240C，3時間で発芽することがわかったので， この時間における胞子
の発芽と温度との関係仁つひて調べた.その結果は第 17図仁示した.
子のう胞子の発芽歩合は，蒸溜水中では250Cで8・1%， 300Cで0.7%， 200Cの0.5%で，
150Cでは発芽しなかった.穂上での発芽は250Cで21.9%， 270Cで12.8%，300Cで9.1
%， 150Cでも 0.6%の発芽があった.
このように穂上での子のう胞子の発芽は 150から300Cで3時間後に始まり，蒸溜水中での発芽
より良好で，また200Cよりも 250から 300Cが良好であった.
b)発芽に要する時間 子のう胞子の発芽に要する時間を知るため，蒸溜水と穂上と仁
ついて，野外で自然に形成された胞子を用い，前項と同様な方法で発芽させ， 1時間おき仁発芽
-41ー (199) 
歩合を調べた.その結果は第93表および第四国に示した子のう胞子は処理2時間後までは全
く発芽せず， 3時間後になると 240Cの蒸溜水中で 14.5%，穂上で23.9%が発芽した. 6時間
後では蒸溜水中で67.9%，穂上では 85.5%が発芽し， 270Cでも 3時間で蒸溜水中で 1.7%，
穂上で4.0%が発芽した.
第 93表 アカカピ病菌子のう胞子の発芽に要する時間
発芽
温度 5 6 備考経過時間 直後 1時間 2 3 4 
f調査胞子数 1694 1644 1630 1626 1698 1681 
買収減ゆ{発芽歩合(%) 0 0 0 14.5 50.5 62.3 
l 1 0 0 0 22.4 45.3 52.1 
240C 
1631 
67.9 
L. S. D. 
5.!; 
0.05=1.48 
491 
0.01=2.01 
270C 
????? ???
600 439 487 389 
o 23.9 56.3 71.5 
029.3 48.6 57.7 
421 415 439 240 
o 1.7 4.8 12.5 
o 7.5 12.7 20.7 
473 598 423 426 
o 4.0 20.6 53.8 
o 11.5 27.0 47.2 
85.5 
67.6 
766 
17.1 
L. S. D. 
24.4 
0.05"，5.20 
488 
0.01=7.48 
83.8 
66.3 
備考 240Cと270Cの実験は別々 lこ行ったものである
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第 18図 アカカピ病菌子のう胞子の発芽と時間どの関係
実線:コムギ穂上 点線:水滴中
発芽歩合は0への変換値で示す
このように子のう胞子の発芽は240Cおよび 270Cでは3時間で始まり，蒸溜水中より穂上での
発芽歩合が高かった.また胞子の発芽が240Cより 270C仁おいて蒸溜水と穂上との差が大きかっ
た.とれは穂上での発芽が高祖度で良好であった前記 a)の結果と一致する.
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村お)子のう胞子飛散によるアカカピ病の発生
自然状態での子のう胞子の感染力を確かめるため，それを接種源としたアカカピ病の発生程度に
ついて1956年間場観察を行った.前年11月下旬に播種したコムギ農林4号の圃場の中央に高さ
3尺の台を作り， その上仁伝染源として野外に堆積し，すで仁子のう殻を形成した稲わらをおいた.
子のう胞子形成状況はっきのようであった.
観察月日 4.12 4.26 5.16 5.31 
形成程度 士 + 件 特
子のう殻の形成は4月12日から認められ， 4月26日頃から増加して，子のう胞子を形成した.
本病の発生状況は伝染源の近接およびその東西南北の方向仁1，3， 5および 7m(南北のみ】
隔った所のコムギの100穂仁ついて， 6月14日被害穂数と被害小穂歩合を調べた.
第94表の結果では，伝染源稲わらに近接する麦穂は， 100穂中96穂がアカカピ病にかかり，
発病小穂歩合は44.0%で，非常仁高率であった.これは稲わら上仁形成の子のう胞子が，雨水仁
懸濁されて流れ落ちるとき麦穂に附着し，また水滴とともに飛散した子のう胞子が感染したからと考
えられた.
第 94表 アカカピ病菌子のう胞子の自然感染仁よるアカカピ病の発生状況
万場 ..纏歩合 発病小組歩合近接 1m 3m 邑m 7m 近事監 1m 3m 1m 7m 
96 44.0 
東 43 53 44 19.8 17.0 8.2 
西 40 32 42 22.3 12.6 11.6 
南 47 52 33 42 18.9 15.5 9.6 11.5 
北 73 69 67 56 30.2 28.5 24.5 20.9 
備考 被害穂歩合li接種源から1.3. 5および7mの地点で100穂を選定し，その被害穂数を調べたもの
発病小穂歩合は調査100穂中の小穂の総数と発病数の割合である
なお1∞穂の小穂数は1.588から1.763個であった
伝染源から 1m隔たった場所での被害稽歩合は東側で43%，南側で47%，西側で40%およ
び北側で73%で， その発病小穂歩合はそれぞれ 19.8，ら 18.9 %， 22.3 %および30.2%で，
北側の発病が他の南側および西側などよりも多く，また伝染源から3，5および7mのいずれの位置
仁おいても，北側のコムギ穂に発病が多かった. とれは， その頃南よりの風が比較的多かったためと
考えられる.また発病が多かった北側の1，3， 5および7mでの被害穂歩合はそれぞれ73，69， 
67および56%で， 伝染源から遠きかるに従って発病が少なくなった. 発病小穂歩合では北側の
30.2， 28.5， 24.5および20.9%をはじめ， 他方向仁おいても伝染源から遠ざかるlこ従って発病が
少なくなる傾向が認められた.
これらの結果は野外仁形成した子のう胞子が麦穂に強い病原性をもっていることを明確に示した.
また伝染源附近の早期発病は被害穏に分生胞子形成を早める結果となり，二次伝染源が多く成
立すること仁なるので，早期発病には十分な注意が必要である.
(2)第一次感染の時期について
-43- (201】
麦穂のアカカピ病の感受性は成熟程度仁よって異なり，また天候に著しく影響されるので胞子の
麦穂への飛来を種々の方法できえきって自然感染の時期を調べた.
i)麦穂の被覆取外しl時期と発病
普通栽培のコムギ農林4号を用。，穂への胞子伝婚を遮断するため，出稿初期に硫酸紙の袋を
かぶせ(1957年5月3日)， これを5月9日 (II区)(8， 9日仁開花)，同 14日 (III区)，同
19日(IV区)，同 24日 (V区)，同29日 (VI区〉に200穂ずつ取外し，その後胞子感染でき
るようにした対照には袋をかけないくI区〉の穂を用いた.発病小穂は初めて発病を見た5月19
日から2日おきに数えた.第 19図仁調査結果を示した.
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第 19図 コムギ穂の被寝取外し時期とアカカピ発病
開花始:5月8. 9日， 袋かぶせ時期:5月3日
袋取外時期 I区:無袋標準区. 1I区:5月9日. 1区:5月14日
W区:5日19日 V区:5月24日. VI区:5月29日
被害小穂とはアカカピ病が感染したためその上部が枯死した小穂を示す
この結果によれば，本病の初発生は5月19日に袋をかけないI区と開花初期仁袋を取外したI
区仁観察した.開花5日後に袋をはずしたIII区仁は2日後の5月21日仁， IV区ではさらに2日
後に発病を観察した.袋の取外しがおそくなる仁従って初発病もおくれた. 6月4日の発病小穂歩
合はI区の5.62%とI区の5.68%がIII区の1.30%， IV区の2.24%，V区の0.70%， VI 
区の0.47%より高かった.また被害穂歩合をとってみるとI区の72.5%，I区の72.5%はIII区
の21.0%，IV区の33.2%.V区の12.2%， VI区の8.6%仁比べて著しく高かった.発病増
加量は1，I区が他区lこ比べて5月27日頃からとく仁多くなった.
このように1，I区の発病が他の区より多かったのは，開花後5日までの自然感染が最も多かっ
たことを示している.各区の発病は5月14日を境としてそれ以後袋をはずした区では発病は少なか
った.この時期における干のう抱干の飛散状況を第13図で見ると， 5月12日仁特仁多くこの日の
子のう胞子飛散が感染に影響したことも考えられる.また5月20，.21日と25日に胞子飛散が多
かったが，この時期はすでに麦穂tl:成熟が進み，感染しにくくなっていたため，高い発病に致らなかっ
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たと考えられる.
このような結果から本病の発生は色々の環境要素lこ影事摩されるが，麦穂の開花から1週間以内
に降雨があり，子のう胞子の飛散量が多ひど感染の機会も非常lこ多いと思われる.もちろん発病の
増加はその後の天候状態によって影響される.
省)コムギの隔離による胞子伝婦の遮断時期と発病
前項と同じ目的でアカカピ病の被害が大きくなる感染の時期仁ついて，鉢植のコムギを用いて調
べた.鉢植した農林4号品種を出穏をまって自然感染から隔離するためにガラス室内仁移し，これ
を出穂期のものと，その後は開花期から3日おきに10鉢ずつ圃場に出し，本病の自然発病を観察
した.観察結果を第20図に示した.
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第 20図 コムギの隔離によるアカカピ病菌胞子伝矯の遮断時期と発病
右の数字はポット屋外仁出した月日である
出穂始4月26日，開花5月4.5日，記録は発病小穂の歩合を示す
各処理区内での本病の初発生はコムギを闘場に出した時期によって早晩があり，出穂期と開花
期に圃場に出した麦穂仁は5月18日に初発生を見た.開花3日後および6日後圃場lこ出した麦
穂では5月21日と23日に初発病を認め，麦穂を屋外に出した時期が晩くなる仁従って発病がお
くれ，またその後の発病増加も少なくなった.特に開花期に屋外lこ出した麦穂に発病が多く，開花
6日後仁出した区は開花9日 (5月14日〉以後に出した区より多かった.
この結果は前項ど同様の結論に達するとd思われた.要する仁5月12日の子のう胞子の飛散が本
病の感染発病にもっとも影響が大であったらしく，麦穂の開花から1週間頃までの聞の感染がその
後の発病を大きく左右したものと思われた.
(3)考察
アカカビ病菌は多数の植物に寄生し，また植物残がいなどに生存して広く分布している.また本
菌は稲わらの気乾状態では常温(l50~200C) では 2 ヶ年間以上，低温(100C 以下〉では 3
? ??
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ケ年間以上も生存した.それでアカカピ病の発生地帯では伝染源は広〈存在していると考えられる.
子のう般の形成は菌株あるいは環境条件〈とく仁温度の影欝〉仁よって異なるが，人工繕養では
普通の年で3月から 11月の間仁行われた. 屋外の自然状態では普通4月頃から稲わら，麦稗，
稲株，雑草など仁子のう酸が観察され，これら子のう殻は4月下旬あるいは5月上旬頃から増加じ
て多数の子のう胞子を形成した.子のう殻の形成増加には気温とともに降雨もその条件の一つのよ
うであった.子のう殻が野外に多量に形成される時期はちょうど麦は出穂開花期にあたり，本商仁
対する感受性が最も高い時期であった.
子のう殻の形成が認められる頃から降雨の度ごとに，子のう胞子の飛散は非常lこ多くなった.晴
天状態では子のう殻が堅くときされて胞子の放出が困難であるが，降雨など水湿を得れば胞子仕膨
脹し，その圧力仁よって放出されるからであった.胞子飛散が多かった降雨直後の環境条件は愛穂
仁附着した胞子の発芽侵入にも好条件であり，穂上での子のう胞子は200から300Cで非常{こ良
く発芽した.
5月頃仁なると屋外の堆積稲わら仁は例外なく子のう殻が形成され，また稲株にも多量仁子のう
殻が形成されることがあった.石井および柏木(1953"b)木谷および井上(1953，1954)らは水
田裏作地帯では稲株仁形成する子のう設が一次伝染源として重要な役割をもつことを報告し，ま
た小JI(1955)は稲株を取除いた回の麦は1割以上の被害が少なかったと述べている. McKay 
(1946)も干のう胞子が飛散してアカカピ病を発生することを述べている.
自然感染で麦穂が本病に最も感染しやすい時期仁ついて麦穂をいろいろの成熟時期に感染から隔
離すること仁よって調べたところ，開花後期までに感染した場合が最も発病が多く，その後の感染は
少なかった.Dickson (1921)， Anderson (1948)，筆者の第VIII章の結果のようlこ本病の最も
感染しやすいのは開花から開花後期の1週間であった.従って自然感染においても開花から 1週間
程の問が問題で，その時降雨があり，また子のう胞子飛散が多いと本病の発生が多くなった.その
後感染しても麦の感受性は低くなっているので，麦の成熟後期に悪天候が続かないかぎり大発生の
機会は少なかった.このようなことから薬剤による防除は麦の開花期に散布することが最も効果的で
あると云える.
3.アカカピ病の第二次伝染
アカカピ病の第一次伝染源が子のう胞子であることはすで仁述べたが，二次伝染は被害穂に形成
される分生胞子仁よるものど考えられる.そこで二次伝染に関係のあるいくつかの要因を明ちか仁する
ための実験を行った.
(1)分生胞子が病穂に形成される条件
材料と方法 鉢植仁したコムギ食林4号の穏にアカカピ病菌 No.2089の分生胞子を常法ど
おり仁接種し， 250 Cめ定温湿室仁一昼夜置き，その後日陰のガラス湿室に移した.穂が乾燥しな
いように毎日水を噴霧して湿度を保った.さら仁5日後第95表lこ示す1，IV， Vの各区を設け，
調査日の2目前lこIII区を設けた.各区から約10穂ずつ病穂をとり，発病小穂散と赤色の胞子
層形成小穂数を調べた.
実験結果 実験結果は第95表に示した.接種後調査まで多湿状態仁保ったI区と，ガ
ラス室中で乾燥状態に置いたV区では赤色胞子層の形成はみられなかった.その他の処理区仁は分
生胞子層形成がみられ，とくに屋外仁移したIV区(雨仁1回あった)(こ多かった.1区では空中
(204) -46-
菌糸が多く，ほとんど穂の半分は菌糸でおおわれ，赤色の胞子層は形成きれなかった.II区は屋
外に移した時空中菌糸だけであったが，調査時にはかなり胞子が形成された.V区の病状は他区に
比べて病勢の進展が極めておそかった.
第95表 コムギ穂上でのアカカビ病菌分生胞子形成の条件
I E E N v 
調査小穂数
発病小穂数
胞子形成小穂数
????? ??? ??
??
?
。??? 。???????? 172 
68 
23 
186 
74 
0 
備考 5月14日按鍾， 5月25日調査， 250C湿室に接種後1昼夜，後
5日間ガヲス湿室に入れ，その後
I.調査時までガラス湿室仁置き毎日撒水
I.ガラス室外軒下の日陰に置き始めの3日間撒水
l.調査2目前lこ屋外tこ移した それまではHこ同じ
N.屋外に置いた
V.ガラス室内に置く
(2)コムギ穂および葉上の雨滴中での分生胞子の発芽
アカカピ病は一次伝染だけでなく，二次伝染も降雨時のよう仁多湿で植物体上に水滴が附着し
ているような条件の時に起ると考えられる.そこで植物体上の水滴中で分生胞子の発芽がどのように
なるかについて調べた.
材料と方法 実験は 1954年 5月7日 (A)と12日 (B)の2回行なった.降雨直後ま
たは降雨中仁穂および葉仁たまった雨滴を集めて， この雨滴水中での胞子発芽をみた.発芽試験は
スライド法により，用いた分生胞子は前項と同じ菌株のものであった.比較仁再蒸溜水，水道水，
2%ブドー糖溶液，雨水などを用いた.
実験結果 第 96表に示すようにA，B~ちらの場合にも植物体上にたまった雨滴水中での
第 96表 コムギ穂及び葉の上に溜った雨滴中でのアカカピ病菌分生胞子の発芽
A B 
再蒸溜水 水道水品官需再蒸溜水 JZie雨水 2も守言
溝型E
調査胞子数 448 455 450 630 619 618 632 
発芽胞子数 7 44 184 114 442 401事* 603** 
発芽率(%) 1.6 9.7 40.9 18.1 71.4 64.9 95.6 
併 6.98 17.65 39.60 25.18 57.93 53.80 78.15 
pH 4.8 4.8 4.4 5.6 
備考 L. S. D. (0.05)=6.71， L.S.D.(0.01)=9.64 L. S. D.(0.05) =3.68， L.S. D.(0.01)=5.16 
4週間培養胞子 3週間培養胞子
240C 4時間後調査 240C 4時間後調査
*Bliss の p=Sin~fIの式lこよる変換値 判発芽管の伸長は極めて良好
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分生胞芋の発芽率は極めて高〈ト発芽管の伸長も早かった.
(3)病穂に形成された分生胞子の飛散
アカカピ梼の二次伝染にはまず風lこよる分生胞子の飛散が考えられるので，その様子を調べた.
材料と方法 北島(1951)がモモの炭痘病伝染経路の研究で用いた風洞と似た構造の装置
を作り〈第21図)，あらかじめ Biramの微風計 第 21 図
で大体の風速を測っておき， 扇風機の位置をか 扇
えて送風した.と〈仁正確な風速を知る必要は認 風
めなかったので気流平行格子は設けなかった. 病 機 →
穂は圃場栽培の農林4号で，分生胞子を形成 か
しているものを用いた. スライドグラス上1.8cm2
の面積内の附着胞子数を数えた.実験は風速を
変え，また送風時間を変えて第97表仁示すよう
ないろいろな条件の穂lこついて行なった.
実験結果 第97表Aの実験で 1，11と
も仁胞子飛散は認められなかった.11 1'1水を噴霧
しながら送風したが， 1分間の送風時間内仁穂は
十分ぬれるまでにならなかった.111，IVどちらの場
合仁も胞子飛散が認められ， とくに水を噴霧しな
A 
?
』??
??
?
? ??
〕?
?
B 
↓?
?? C 
約 15cm
備考 A : Biramの微風計
B:ガラス円筒
C:分生胞子を多〈形成している
病穂
D:グリセリンにかわをぬったスライ
がら送風した場合，風力が強くなるにしたがって ドグラス
胞子の飛散が多かった.実験Bの送風時間を変えた場合仁も閉じ傾向がみられ，乾燥状態の病穂
からは胞子飛散がみられなかった.
第 97表 コムギの被害病穂に形成されたアカカピ病菌分生胞子の飛散
A B 
風速(mjsec.) 1.8 5.8 3.7 警守皇 送風時間 1分 5分
I 。 。 。 70% I 。 。
1* 。 。 。 70 
1* 。 4 
E 12 5 。 86 
N* 25 10 8 86 E‘ 4 17 
備考 スライドグラス1.8cm空内仁附着した胞子数 備考 L 1 :乾燥状態の病穂
J. H:晴天時lこ採取した病穏を用いた 1:水に浸してぬらした病穂
1， N:降雨直後に採取した病穏を用いた 事atomizerで水を噴霧しながら送風
傘atomizerで水を噴霧しながら送風 風速は約 8mjsec
(4)降雨仁よる分生胞子の離脱
アカカピ病被害穏に形成された分生胞子は水中に極めて容易に離脱し懸濁していった.これら水
中に懸濁する胞子の数量や離脱状況の時間的変化の様子を知るために実験した.
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i)コムギ穂上の水滴中に分生胞子が懸濁して行王様子
材料と方法 アカ力ピ病仁かかったコムギ農林4号の穂を集め，標徴の明瞭なものを1穏当り
1-2小穂残して他の小穂は全部どり除き，これを4-5穂ずつ束ねて小穂束を作ったく1東に5
小穂となるように).この小穂束に二連球で水を噴霧し，小穂束から滴下して来る水滴〈分生胞
子を懸濁している〉をいろいろな時間に集めて胞子数を数えた.集めた懸濁液滴 (30秒間仁約9-
11滴， 2-3ml)は水を加えて100m1にし，よくかきまわしてその中から 0.05mlをとり，スライド
グラスlこ置いた寒天薄片上にl滴O.Olmlずつ5滴置いて全胞子数を数えた.小穂束への噴霧量
は降雨量に換算して20-25mm/brであった.
実験結果 第22図は5回の実験値を平均し 10仇nl中の水に懸濁した胞子数を1小穏
当り仁換算した値を図示したものである.最初の30秒間に大多数の胞子は噴霧した水滴中仁離脱
し，その後は図仁示すような離脱傾向となった.
x 10吟
6 
?，，?
?
? ?
??? ??
16 
2 
15 
離 14
13 
脱 12
胞 11
子 10
9 
数 8
7 
6 
5 
4 
o 30 60 90 120 150 180210240 270 3∞秒
浸水時間
第23図 コムギの病穂を浸水した時間と
アカカピ病菌胞子離脱量の関係
5 
離
脱
4 
? 。??
数
1 
Ol -ープー一一
0伺 120180 240 300 360 600砂
降水時間
第22図 降水時間仁よるコムギの病穂からの
アカカピ病菌胞子離脱量の変化
ii) 多量の水中に分生胞子が隊脱す~様子
病穂の標徴部が長時間の降雨仁さらされるど，成熟分生胞子のほとんど全部が雨水中仁離脱す
ると考えられるが，本項では病穂仁形成された離脱可能な成熟分生胞子の数量をたしかめ，さら仁
前項の胞子の離脱状況の時間的変化を明らか仁するために実験した.
材料と方法 50m1ずつ水を入れたビーカーを並べて置き，前述小穂束を0-305秒の間各
5秒ごとに次々とビーカー中の水に浸して行き，前の実験と同様にして胞子数を数えた.ただし15
-30秒， 35--60秒， 65-120秒および125-3∞秒の各時間内は5秒ごとに小穂束を移して行
かず，同じビーカー中の水 50ml中にそれぞれの時間内に懸濁した胞子数を数えた.
実験結果 水中に離脱懸濁した胞子を1小穂当りの胞子数に換算して，浸水時間にとも
なう胞子離脱状況の変化を第23図に示した.前の実験と同様の傾向が見られるが，本図から明か
なように， 自然感染による明瞭な病徴をあらわしていた供試農林4号コムギの小穏では，少なえども
16 X 106の離脱可能な成熟分生胞子が形成されていた.また，胞子を懸濁する水が十分であれば，
-49ー (207) 
大部分の胞子は短時間仁(最初の1分間の浸水で約84.4%)水中に唖濁することがわかった.
(5)降雨仁より穂を伝って流れ落ちる分生胞子懸濁液
標徴のあらわれた被害小穂上に落ちた雨滴は分生胞子を懸濁し，穂を伝って降下するが，その場
合にどの程度の量の水滴が穂仁附着して残り，またどのくらいの分生胞子が穂の表面仁残留附着し
て二次伝染を起す可能性をもつかを知るためlこ実験した.
。コムギ種に残留する胞子麟濁液の量
材料と方法 コムギ農林4号の無病穂をえらび，アカカピ病菌の分生胞子懸濁液〈自然発
病のコムギ稽の標徴部をとり水道水仁懸濁させたもの)2mlを注射器で最頂小穂の両側面仁徐々
仁注下した.穂を伝って降下し穂の下端から落ちる液を受け注射器にとって液量を量った.
実験結果 第98表ABどちらの場合仁もえられた平均値聞の差は有意でなく，小穂数あ
るいは注下する懸濁液の胞子密度の疎密により，流れ落ちた懸濁液量仁いちじるしい差は認められな
かった.したがって2mlの分生胞子懸濁液が穂の表面を伝って降下する聞に，最初の約20%内
外の液量が穂の表面仁附着して残留した.
第 98表 アカカピ病菌がコムギ穏を伝って降下する胞子懸濁液量の変化 1)
A* B柿
小穂数 ml~) %~) 胞子密度(x10~/ml) ml包} %~) 
19 1.59 79.3 4.01 1.62 81.0 
5 1.77 88.7 2.92 1.68 84.0 
0.73 1.62 81.1 
備考 1) 注下した溺懸液量は2ml ホ 懸濁液の胞子密度li約5.5x10"/ml 
2) 穂の下端から滴下した液量 判コムキの長さは16/J、穂
3) 2)の値の2ml仁対する百分比
AB共に5固反覆測定の平均値で何れも平均値間』こ有意差は認められなかった
笛)穂を伝って降下する聞に分生胞子懸濁液の胞子密度が変l>様子
分生胞子を懸濁した水滴が，穂を伝って降下する聞に胞子密度がどのように変るかを調べた.
材料と方法 分生胞子懸濁液を穂lこ注下する方法は前述 i)のとおりである.穂を伝って落
下した胞子懸濁液の 1m1をとり，水で 10mlにうすめて.0.05ml中の全胞子数を数え胞子密度
を測定した.実験Aでは穂の長さを 19および5小穂仁し，穂の長さと胞子密度変化の関係を調
べ，実験Bでは穂の長さを一定仁して胞子密度の異なる胞子懸濁液を用いて胞子密度の変化をみ
た.
実験結果 実験前後の胞子密度の変化の様子を百分比で第99表仁示した.実験Aでは
穂の長さにより胞子密度の変化仁は有意差はなく同程度の胞子密度の低下がみられた.表の数値
から計算すると，穂に残留した胞子数は1小穂平均 19小穂の穏で約 5.82><104Im1. 5小穂の
穂で4.74><10'Imlであって，それぞれ注下した胞子懸濁液中の全胞子数の53および43%仁相
当した.
また胞子密度の異なる懸濁液が長さ 16小穂の穏を流れ落ちた場合仁は，第99表Bのような胞
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子密度の変化がみられた胞子密度の低い懸濁液 (0.73x 10' Iml)の場合には穂仁残留する胞
子の割合が少なかった.
第 99表 コムギ穏を伝って流れ落ちる前後仁於けるアカカピ病菌
胞子懸濁液の胞子密度の変化り
Aホ B** 
小穂数 %2) /13) 胞子密度(xlO'/ml) %2) 。')
19 59.77 50.7 I 4.01 51.80 46.0 
5 62.46 52.3 E 2.92 51.11 45.6 
E 0.73 74.01 59.5 
備考 1) 注下した胞子懸濁液量は2ml
2) 穂の下端から滴下した液の胞子密度の，注下した穂の胞子密度に対す
る百分比
3) 霊)の値を BlissのP=Sin21の式で変換した値
*懸濁液の胞子密度は約5.5x101/ml，紳コムギ穂の長さは16/J、穂
AB共に5回反覆測定の平均値間の有意差tl:Aでは認められず，
BのHにつひての LSD(0.05)=5.96， LSD (0.01)=9.26 
(6)分生胞子懸濁液滴からの胞子飛散
アカカピ被害病穂上lこできた分生胞子懸濁液は前述のよう仁穂の表面を流れ，穂の健全部仁胞
子が残留附着して二次伝染を起すほかに，穏や業の動揺によって植物体表から離れて飛散するこk
が考えられる.この点はすで仁被害穂からの分生胞子飛散を調べ一応実証したが，本項では胞子懸
濁液滴の表面から風仁よって胞子が飛散できるかどうかを調べた.
材料左方法 実験装置および調査方法は本節(3)ど同じである.胞子密度2.5x10'Iml 
の懸濁液を O.05mlずつ3滴スライドグラス仁並べ 風洞中仁置いて約7m/secの風を5分間送
風した.送風中水を噴霧したものとしないもの仁ついて胞子飛散の有無を調べた.実験は8回反覆
した.
実験結果 噴霧しながら送風した区では8回のうち1回だけ5個の胞子が採集された.噴
霧しないで送風した区ではまったく胞子を採集することは出来なかった. したがって静止している胞子
懸濁液滴からの風による胞子飛散は 7m/sec程度の風では少なしことに乾燥状態ではほとんE起
らないのではなやかι思われた.
(7)考察
圃場でのアカカピ病発生経過の観察左実験の結果から，コムギがアカカピ病仁感染し1発病するま
での経過はっきのようなものと思われた.
1)コムギがアカカピ病に感染するには多湿条件が必要であり，第一次伝染源はおも仁子のう胞
子であった.初感染は主として出穂期最初の降雨時仁起り，その後雨のたびごとに伝染が起る.
2)感染後多湿の状態が続けば小穂仁侵入した菌糸は急速仁小穂内外仁ひろがり，穂の表面仁
言語日空中菌糸を多量仁形成したが，多湿の条件だけでは分生胞子は多くは形成されなかった.
同 I3)感染後天候の回復が早けれほ侵入した献の伸長速度は低下して，十分間徴をあらわす
??
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仁至らなかった. しかし天候の回復がおぐれた場合，あるいは回復が早くても第2回目以後の雨にあ
うと，菌糸は小穂内外仁拡がり，天候の回復とともに分生胞子が形成されて二次伝染源となる.
圃場でみられるアカカピ病の発生は，第一次および第二次発生の綜合された現象であり，上記の
感染発病経過は，伝染源が子のう胞子と分生胞子のどちらであるか仁かかわらず考えられる経過で
あった.
このようなアカカビ病第二次伝染源の成立や発病様式からみて，分生胞子を多量仁形成した病穂
表面を伝って流れ落ちる雨水や露は，本病の二次伝染経路として重要な役割をもつことが考えられ
た. 実験結果によると病徴の明瞭な病穂では， 二次伝染源になりうる成熟した分生胞子が多量
仁存在し(1小穂あたり少なくとも 16X106). 極めて短時間で水中仁荷量脱することがわかった.
Anderson (1948)仁よれば人工接種により発病させた麦穂を1週間温室lこ置き， その後湿室に
入れた場合， 1穂当り 14X 107の胞子が形成され， 接種後連続して湿室に置いたものでは1穏
当り 36x107の胞子形成がみられたとしてやる. 筆者の実験結果と比べると胞子形成数はほぼ同
程度と考えられるが， 胞子形成の条件が少しi異なるようであった.これはアカカピ病菌の菌株と実験
方法条件の相異仁よるものと考えられた. 雨水や露に懸濁して穂の表面を流れ， 穂に附着した水
とともに穂の表面に残る胞子の割合は非常に高<，胞子の数から考えると風による降雨多湿時の飛
散に比べ，二次伝染経路としての重要性ははるかに大きい様であった.
x.環境条件とアカカピ病の発生
1.コムギ穂のアカカビ病感受性に及ぼす降雨の影響
コムギの開花期における降雨がアカカピ病の発生に密接な関係のあることはよく知られている.そこ
で接種前の降雨がコムギのアカカピ病の感受性にどのように影響するかを調べた.
材料と方法 圃場に鉢植したコムギを出穂と同時に降雨をさけるため，ガラス室内仁移し，お
のおのの穂仁開花期日を記し，普通の手押噴霧器で1日3回穂が十分ぬれる程度に散水した.無
散水区は隣接の接種室外の日陰に置いた.開花期聞は数日仁わたったが，最後にアカカピ病菌を
一時に接種したので，開花後の日数および開花済みの穂への散水期間も当然数日間におよんだ.
散水によって自然感染による発病のおそれがあったので，無接種区を設けた
実験した散水期間中の接種室および室外の平均，最高および最低気温をしらべたが，室内，室
外の気温仁大差はなかった.コムギは，農林4号，西海45号，熊本小麦および宝満の4品種を
用い，接種にはパレイジョ煎汁また稲わら煎汁寒天培地に形成した No.1287菌株の分生胞子を
用ひた.接種後は270Cの多湿な接種室に3日間おいてから網室のヨジズ張りの下に移し，病
徴があらわれるのをまって発病程度を調べた.
開花後の散水日数ならびに小穂の発病歩合を調べた結果が第 110表である.
実験結果 各品種を通じて散水区と無散水区の発病歩合の間仁大差はなく，散水しても
発病歩合は必ずしも著しく高くはならなかった.反対に穏を水仁ぬらしたとき，発病がやや少なくなる
こともあったが，これは原因のーっとして長時間多湿状態に置かれたことによって，穂の表面に他の
菌が繁殖して拾抗作用が現われたためではないかとも考えられた.
発病の傾向としては，開花後降雨にあう日数が3日程度ではやや多くなり，以後次第仁減少す
(210) 
るようであった.とれに反し雨にふれなかった区では開花後3日までは発病がやや少なく以後増加す
る傾向lこあったが，両区の発病にはあまり差がなかった.
第 110表 コムギ穂のアカカピ病発生と降雨との関係 〈発病歩合)
開花後日数
農林4号 西海45号 熊本小麦 宝 満
散水 無散水 散水 無散水 散水 無散水 散水 無散水。目 42.; 46.i' 32~l ωf 84.1 舗f sl.l 必f
1 48.2 35.4 50.8 52.3 83.4 83.9 39.4 45.1 
2 46.8 50.9 49.2 55.5 89.5 82.6 31.2 4 .8 
3 35.4 36.9 48.6 55.2 86.0 87.6 25.8 49.3 
4 36.4 44.9 36.2 60.8 90.3 88.9 32.4 58.4 
5 40.0 41.1 33.3 91.5 92.2 
平均 42.1 45.7 47.0 55.5 88.6 87.3 31.9 45.8 
6 8.3 56.8 40.8 47.6 34.0・ 49.2 
7 61.5 60.8 62.5 50.6 33.3 51.0 
8 33.6 52.3 40.0 55.7 75.6 35.0 42.1 
9 38.8 52.8 47.6 53，6 44.5 97.0 41.3 44.7 
10 40.1 50.0 45.7 41.8 47.8 86.5 42.8 47.8 
11 32.5 55.5 36.1 46.6 49.8 84.7 48.2 47.4 
12 40.0 60.6 91.1 58.0 50.0 
13 68.4 80.0 
平均 35.9 53.0 44.5 51.3 59.0 85.1 44.5 46.6 
標準無接種 33.3 53.8 23.8 13.5 
備考開花後の散水日数
開花後日数 0-5日 0-5日 O-<i日 0-4日
散水始 5月10日 5月10日 5月12日 5月12日
接種目 5 "15" 5 "15グ 5グ17グ 5グ17グ
調査日 も"27" も"27" 6 " 1" 6 " 1" 
開花後日数 6-12日 6-11日 9-13日 6-12日
散水始 5月10日 5月10日 5月12日 5月12日
接鍾日 5 "22" 5 1122か 5 11261/ 5グ26グ
調査日 も1111 6グ 1グ 6 19" 6 1911 
2.7カカピ病の発生と土温水分との関係
アカカピ病の発生は開花当時の降雨lこ影響されるが， この影響はコムギ穂の生理仁も本病菌の生
理にもあらわれるであろうから，ここでは寄主植物を主体とした土壌水分の多少が，発病仁どう影響
するかについて調べた.
材料と方法 ガラス室内で径3寸のポット仁崎玉小麦を生育させ，出穂後あらかじめ土嬢水
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分を保水量の10，20， 30， 40， 60， 80，および100%仁調製した主壊を， 5万分の1のワグネ
ルポット仁つめ(1区， 4鉢〉移植した.開花後3日目に分生胞子を接種して，その後の管理は
前項(1)のようにし，接種後 10日目lこ発病の程度を調べた.
実験結果 その結果は第24図に示した.土壌水分は成熟期におけるアカカピ病発生仁影
饗するようで，土壌水分が 60.%近くの場合，コムギアカカピ病の感受性が高かった.
しかしこれだけから土嬢水分が本病の発生にお 26 
よほす影響について考察することは出来ないが，
得られたこの結果は， 1)コムギ穂の花器組識
内の穆透圧の変化， 2)コムギ穂の花器内部の 十22
湿度の変化によるものと考えられた.しかしとの ぷ
結果の原因が1)仁よるものであるならば，穆透 権叩
圧の弱くなる仁従って発病歩合は比例増加する 病
と考えられるが，土壌水分60%以下ではむしろ 歩
発病歩合が減少していたので，ここでは2)のよ
うに花器内部の湿度が減少し，分生胞子の完
全な発芽および侵入が出来なかったためと考えら
れた.
材料と方法 1/2万反のワグネルポットを用
。第1回実験仁はオオムギ早生坊主乞第2回
実験仁はコムギ農林4号とオオムギ早生坊主を
まきつけた.肥料3要素は第 111表に示すよう
に配合施肥した窒素は硫安色燐酸仁は過
燐酸石灰を， カリには硫酸カリを用いた. 1区
2鉢うっとし第1回実験では1943年3月19日
に，第2回実験では 1944年3月19日仁施肥
し，出穂開花後常法どおりにアカカピ病菌を接種した.接種後 7~10 日に発病歩合を調査した.
実験結果 オオムギおよびコムギでの発病歩合は第 112および 113表に示した.どの場合仁
もN多用区仁は発病が多く， N肥料の用量仁比例してアカカピ病感受性が高まった. p およびKの
効果はNほどはっきりと影響はあらわれなかったが，一般にPおよびK多用の区ほどアカカピ病発病
歩合が少なし1傾向があった.
3.肥料とアカカピ病感受性との関係
肥料の成分，配合の割合および施用時期な
Eがコムギのアカカピ病感受性にどの様に影響す
るかを調べるため仁， 1943， 1944の両年に実験
した.
(1)施肥量とアカカピ病感受性との関係
20 40 60 80 
土嬢水分(%)
100 
第24図 アカカピ病の発生と土獲水分との関係
第111表 肥料とコムギのアカカピ病感受性との
関係を調べた実験の3要素配合量
試験要素 要素
3要素の配合(貫t反)
標 準 量
2 1.5 1 0.5 
8 6 4 2 
2 2 2 2 
2 2 2 2 
4 4 4 4 
4 3 2 1 
2 2 2 2 
4 4 4 4 
2 
4 
2 
3 
2 2 
2 1 
(2)施肥期とアカカピ病発生との関係
材料と方法 オオムギおよびコムギの供試植物は施肥以外は前項と問機に栽培し，アカカピ病
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第112表 肥料成分の施用量とオオムギ早生坊主のアカ力ピ病感受性との関係
3要素(貫/反)
'ー
病 青島. . 
1 t . a 1 g " • N P K 1区 2区 平均 1区 ~ 平均.
46.6勢 ω.t ‘ IL7' 18./ 1d 8 2 2 “.9 6 2 2 36.0 32.1 33.4 13.9 15.6 14.5 
4 2 2 43.2 31.5 37.0 6.0 12.1 9.1 
2 2 2 34.7 23.3 29.1 6.4 7.9 6.8 
4 4 2 39.0 27.9 31.0 5.7 7.0 6.4 
4 3 2 38.1 25.7 32.0 6.7 11.3 8.7 
4 2 2 35.6 23.8 30.4 5.5 15.8 10.4 
4 1 2 34.2 29.6 31.7 10.1 11.0 10.6 
4 2 4 35.4 30.7 33.2 7.5 9.1 8.3 
4 2 3 32.1 24.5 29.3 7.5 10.4 9.1 
4 2 2 25.4 22.9 23.9 8.7 10.9 9.8 
4 2 1 33.1 32.6 32.9 10.4 13.1 11.9 
第113表 肥料成分の施用量とコム苧食林4号の
アカ力ピ病感受性との関係
3要素(貫/反) 発 病 歩 合
N P K 1区 2区 平均
s 2 2 
6 2 2 31.0 29.0 30.2 
4 2 2 18.6 40.6 32.4 
2 2 2 1:5.2 35.2 27.0 
4 4 2 14.1 24.8 19.0 
4 3 2 20.6 22.5 21.5 
4 2 2 19.1 31.4 25.6 
4 1 2 24.5 24.0 24.2 
4 2 4 7.3 11.8 9.9 
4 2 3 13.3 14.0 13.6 
4 2 2 17.6 23.4 20.2 
4 2 1 22.4 18.6 
• 20.4 
菌接種や発病調査も常法どおりに行なった.施肥は第1回実験では 1945年1月から4月まで，
第2回実験では1945年 12月から 1946年4月まで，毎月 15日に行なった.肥料要素は両実験
とも窒素(硫安)6貫/反，燐酸(過燐酸石灰〉およびカリ(硫酸カリ〉はそれぞれ3貫/反を用
いた.また試験要素以外に窒素4貫/反，燐酸およびカリそれぞれ2貫/反の割合で施した.
実験結果 窒素，燐酸およびカリの施用時期とアカカピ病感染どの関係を調べた結果を第
114， 115および116表に示した.
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窒素の施肥期 どの品種，どの実験年次ともかならずしもー様ではないが，一般に施肥期がお
そくなる仁つれ発病歩合が高くなった.
燐酸の施肥期 オオムギでは施肥期がおそくなる仁つれて発病が少なくなる傾向がみられたが，
コムギではとく仁 1945年の実験で施肥期のおくれが感受性を大きくした.1946年の成績では1月
と3月の施肥区に発病歩合が高かった.
カリの施肥期 1945年の試験で2月施肥区の発病歩合が少なかったが，とく仁明瞭な傾向は認
められなかった.1946年の実験では施肥期の早いものほど発病が多くなった.
第114表 窒素の施肥期とアカカピ病感受性
聖 塑 参 金
施肥期 コムギ最林4号 オオムギ早生坊主
1945 1946 1945 1946 
1/. 15冒 '‘ 田S世 '‘ S-r ー
1 15 23.8 36.0 10.7 
2 15 20.3 34.9 38.8 8.8 
3. 15 26.7 39.5 52.2 13.4 
4 15 44.7 31.6 65.6 6.1 
第115表 燐酸の施肥期とアカカピ病感受性
強 病 童 合
施肥期 コムギ農埜4呈 オオムギ早生坊主
H!45 1946 1945 1946 
d 16 圃 '‘ 調.f '‘ 8.3 '‘ 一
1 15 29.1 47.7 51.2 1.1 
2. 15 29.1 38.3 52.9 6.1 
3. 15 35.4 43.5 48.7 6.5 
4 15 48.5 33.5 37.9 5.4 
第116表 カリの施肥期とアカカピ病感受性
発 費時 歩 金
施肥期 コムギ食林4号 オオムギ早生坊主
1945 1946 1945 1946 
u; 島 15圃
'ー
33.9併 '‘ 8.t 
1， 15 39.5 39.1 44.8 10.1 
2 15 24.3 38.4 39.9 9.4 
3 15 38.2 29.8 65.3 5.1 
4 15 36.9 19.0 55.8 6.6 
4.7カカピ病の自然発生状況
コムギ穂の生育程度と天候とを合せ考えてアカカピ病の蔓延状況を知ることは，本病の発生機
構から薬剤による適確な防除時期を決定する上仁必要である.コムギ穂の本病に対する感受性払
(214) 
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第 117表 コムギのア力方ピ病!の発生状況(1953)
官タ竺 5.18 5.19 5.20 5.21 5.26 5.鈎 6.1 6.' 6.9 平均 1.の小'.. 
1. (11月17日〕 0.7 0.7 1 10 14 20 37 57 15.8 9=1.75 
I. (11 21 ) 1 1.7 2 11 17 26 45 86 15.1 9=1.82 
1.く11 26 ) 0.7 2 13 22 36 59 92 15.6 8=1.68 
N. (12 1 ) 0.3 0.7 1 21 24 31 82 130 15.4 s=1.82 
V. (12 6 ) 0.3 0.3 0.3 0.3 17 23 28 61 114 16.0 s=1.32 
'VI. (12 11 ) 0.3 0.3 0.3 14 22 32 68 104 16.4 8=1.33 
)1. (11 26 ) 16 18 28 57 92 
全平均小穂数 15.7x宜=0.064
備考発病小穂数は100穂中の平均発病小穂数である 但し 5月21日までは1区内全体の平均， 5月
26日以後は900穂仁っき調査した平均である
VII区はアカカピ病菌の籾般培養を接種したものであo
供試品種は農林4号 8 = 1穂平均小線数の標準偏差
第118表 コムギ穂の出穂開花時期
区矯種月日出穂始出穂揃開花始開花最盛
I. 11月.1日7 4月.2日7 N. 過.1 g.l~ 
1. 11.21 4.28 5. 4 5. 9 5.12 V. 12. 6 5. 1 5. 8 5.12 5.15 
1. 12.26 4.29 5. 5 5.10 5.13 'VI. 12.11 5. 2 5.10 5.13 5.16 
第119表 コムギ栽培圏場内の徴気象
月日 温度 湿度 1月日 温度 湿度|月日 温度 湿度 |月日 温度 湿度
4周.2回8 
'0 
87'.‘ 1 '0 98'.‘ 0 'C 88判.0 5月.2日8 'C 95，.6 0 15.5 14.5 15.2 17.5 
29 17.2 85.9 9 15.8 89.2 19 17.3 83.7 29 17.4 96.5 
30 13.6 84.4 10 16.4 89.3 20 18.7 87.5 30 17.6 82.5 
5. 1 10.2 74.6 11 18.1 83.4 21 19.1 86.8 31 14.7 96.5 
2 10.8 80.7 12 16.1 96.9 22 18.4 79.1 6. 1 19.3 98.9 
3 11.0 76.0 13 17.5 99.3 23 17.0 98.5 2 17.4 97.9 
4 13.7 85.5 14 14.9 86.6 24 17.4 87.6 3 19.0 91.4 
5 13.8 95.3 15 14.4 77.4 25 18.3 79.3 4 19.2 89.1 
6 15.2 93.5 16 15.8 84.5 26 17.9 83.2 5 19.8 98.2 
7 14.7 97.9 17 15.8 83.4 27 17.7 89.1 6 20.4 98.9 
7 19.4 99.2 
備考 自記温度計及び湿度計による記録の平均である
? ，??
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コムギの生育程度によって著しく異なるので，麦の出穂開花期が色々と異なるよう仁麦を栽培し，
本病の発生状況を調べた
材料と方法 1反歩の圃場の周囲を除いて18等分いコムギの出穂期を変えるため矯種期を
1月17日， 21日， 26日.12月1日， 6日および11日の6回仁分けてコムギ農林4号を普通仁
栽培した.区の設定は3連制仁して第25図のよう仁した.発生状 「一、r了可 ード I
況は日数の経過はってl区内3ケ所鳩山ケ所100穂の発病 I-!-トLドトI ， II I 
小穏を数えた.同一播種期の平均発病小穂数は第26図に示し， 亡ヨE二仁コ二二仁二I二
I I I W I また1穂の平均小穂数は各区適当仁選んだ3ケ所の叩O楓つい 「了一卜t-卜すー |
て調べた平均である. 区 播種月日
実験結果 播種期別仁調査した100穂の平均発病小穂 I・ 1月17日
数は第117表および第26図仁示した.本病の初発は播種期〈従 I・ 11月21目、
って出穏期〉の早晩に関係なく 5月19日頃からわずかに観察され II・ 1月26日
12月 1日
た. 5月26日頃から増加し，麦の生育程度仁よって発病差が認
められた. 6月4日から 9日lこなると発病は急激lこ増加し， IV区
およびV区では特仁多くなった.本病の発生を矯種期別仁みるとIV
区が最も多く，ついでV区で， II， I， 1区の順に少なくなった.
v. 12月6日
VI. 12月1日
第25図
コムギ矯種期別区選定
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第 26図 コム芋のアカカピ病の発生と降雨どの関係
この年(1953)の本病発生の増加はコムギ穂の乳熟期から黄熟期に至る比較的おそい期間であっ
た.これは乳熟期以後の降雨が異常に連続したため仁激増したものらしい.また本病仁かかった穂仁
li子のう殻が豊富に形成された.
5.胞子附着後の降雨時期が発病におよlます影響
(1)胞子附着後降雨までの日数と発病との関係
(216) 
。 。
アカカピ病菌の分生胞子は乾燥したり，古くなったりすると発芽力が著しく低下する〈第V章). 
自然、界では麦穂仁胞子が附着してから晴天にさらされることがしばしlまある.それで胞子附着後の日
数の経過が分生胞子の発芽力ならびに感染力にどのような影響があるかを調べた
材料と方法 パレイジ，煎汁寒天仁培養したNo.2089菌株の分生胞子の懸濁液(検鏡150
倍 1視野に30から 50個の胞子密度〉を鉢植したコムギ農林4号の開花直後の穂lこ接種した.
接種後散水するまでの期間を0，1日から7日間とし，各区毎日接種してから晴天時のガラス室
におき，最後の区仁接種が終るとただちに240Cの多湿な接種室に入れ，噴霧器で1日3回づっ2
日間散水して網室のヨシズ張りの下に出した.一方全区同時仁接種し，それぞれの晴天期間をすぎ
たものに24"C接種室で散水して発病させたものについても調べた.その結果は第120表に示した.
第120表 コムギ穂にアカカピ病菌胞子接種後降雨までの晴天日数と発病との関係
接種後の晴天日数 。 1 2 3 4 5 6 7 8 
(調査小轍 21∞ 1377 2231 2296 2057 2011 2342 2103 742 
I 発病歩合(%)23.8 19.7 21.7 22.0 19.2 23.9 24.5 22.8 22.9 
(縮小穂数 723 724 5ω 565 530 515 655 529 
E 発病歩合l%)13.0 5.8 7.7 9.6 8.4 8.9 10.2 7.9 
備考 1 : 8日間接種目をかえて，後同時に240Cの湿室仁入れて発病させたもの
):接種主同時仁行なた各区所定¢乾燥N.問主経て24CC 0;，湿室に入れて発病させたもの
実験結果 分生胞子をコムギ穂に接種後，水湿を与えるまでの晴天期聞が8日以内では
発病差が少なかった.これは1週間位の晴天が続いても，その後十分な水湿が得られれば発芽感染
しうる能力をもった胞子があることを示したことになる.
(2)分生胞子の穂上での経過時間と発芽力について
分生胞子がコムギ穏に附着後1週間位の晴天が続いても，その後湿潤を得れば発病するという結
果を得たので，さらに穂に附着した分生胞子の発芽力が晴天日数によってどう変化するか調べた.
第 121表 アカカピ病画面分生胞子の樋上での附着目数と発芽カ(歩合)の関係
胞子附着日数 。* 1 2 3 4 5 6 
1.1 17.0 27.0 6.1 7.1 15.6 2.7 
室内 発芽処理6時間 95.5 66.2 72.8 65.3 29.4 57.5 33.5 
2.7 1.8 1.7 1.1 1.7 1.4 
室発芽処理6時間 20.4 4.1 2.0 1.6 1.6 4.7 
外 1 24 1 43.5 5.5 4.1 2.9 2.7 3.1 
寒天上24時間 56.7 10.0 5.8 7.8 7.3 4.9 
備考 数字li調査胞子数3.000または2.ωo個前後の発芽歩合を示す
* 培養から胞子懸濁液を作ったときの発芽歩合(%)
紳麦穂から採集時の胞子発芽歩合(%)
実験1i5月中旬で，室内の湿度は78-93%であった
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材料と方法 コムギ農林4号の開花後の穂仁分生胞子を接種し，ガラス室においた.ー方
穂を切取って瓶仁さし，分生胞子を接種して室内におき，穂上の分生胞子を24時間おきに洗いと
り，遠心分離器で沈澱させてから純水に懸濁し(検鏡120倍， 1視野50個前後)，スライド法
{ごよって240Cで発芽させ6時間後に調べた.なおガラス室においたものの胞子仁つひては透明無養
分寒天上での発芽仁ついて，また参考のために培養基面から採集した接種時の胞子の発芽数およ
び接種直後の穂から採集した胞子の発芽数についても調べた.その結果は第 121表{こ示した.
実験結果 用いた分生胞子の発芽力は著しく旺盛なもので，発芽歩合は95.5%であっ
た.胞子の発芽歩合は穂上1日で43.5%， 2日で5.5，ら 3日で4.1%となり，寒天面発芽
ではこれよりわずか仁高かったが，いずれも穂上での日数の経過lこ従って著しく低くなった. しかし6
日後でもなお4.7%と 3.1%の発芽歩合を示した.室内仁おいた穂上の分生胞子はガラス室仁おい
たものより発芽が良好で，発芽歩合は1日後で66.2%，2日で72.8%，3日で65.3%6日後
でも 33.5%であった.また麦穂から採集時の胞子の発芽歩合は 1日後に 17.0%，2日後仁27.0
%， 3日後に 6.1%， 4日後に7.1%， 5日後に 15.6%， 6日後に2.7%を示した.室内で
は無風で， 日陰の状態であるため，胞子附着場所附近の穂表の湿度が高む そのためこれらの数
字は穂上ですでに発芽したものと，思われた.
これらの結果は分生胞子が麦穂仁附着して1週間程度の晴天にあっても，その後水湿を得れば
発芽するものがあること，また曇天状態では発芽力がよく保持されると言うことを示してやる.
6.コムギ穂が感染してから降雨までの日数と発病との関係
コムギ穂lこアカカピ病菌を接種後，乾燥期聞が1週間位でもなお発芽力ならびに感染力をもっ
胞子のあることがわかった.ここでは感染侵入後降雨による湿潤を得るまでの晴天期間の長短によっ
て発病がどのように影響されるかを調べた
材料と方法 材料は前記4の実験と同じ，開花後各区同時に接種し，ただちに240Cの多
湿の接種室に2日間保って感染侵入させ，ガラス室lこ出し， 1， 3， 4および5日間のそれぞれの乾
燥の期間を与えた(対照としては連続4日間湿室仁置いた).それから再度接種湿室仁2日間保っ
て散水し，網室のヨシズ張りの下仁取り出し，発病小穏を数えた，その結果は第 122表に示した.
第122表 コムギ穂がアカカピ病菌に感染してから降雨までの期間と発病との関係
乾燥期聞の日数
調査小穂数
発病小穂数
発病歩合(%)
。 1 2 4 5 7 
685 
152 
22.2 
863 
162 
18.8 
665 
159 
23.9 
741 
120 
16.2 
580 
80 
13.8 
695 
81 
11.7 
備考 アカカピ病菌接種後ただち仁240Cの接種室仁2日間入札その後所定の乾燥期間をiきいて再度接
種室内仁2日間保った
実験結果 本菌がコムギ穂に感染侵入したとき，その後の水分を得るまでの乾燥期聞が短
いほど発病が多かった.これは穂に侵入した菌糸の発育が晴天仁よる乾燥のために抑制されたためら
しい.
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7.考 察
アカカピ病の発生はコムギ開花後の天候状態lこ著しく影響される.特仁開花当時，湿潤な天候
が続いたどき大発生する傾向があるが，開花期に晴天が続色乳熟後期以後の湿潤な天候では発
生の程度が比較的少なかった.とれは第VII章で明らか仁したよう仁，コムギ穂の本病仁対する感受
性は穂の成熟程度仁よって異なるからで，降雨の時期は感染左蔓延と仁は別々仁影響していた.し
かし接種前の降雨はコムギ穂の感受性仁大きく影響しないようであった.コムギの生育期の土壌水
分は感受性に影響するようで，土嬢湿度60%前後が最も発病しやすかった.
施肥量および施肥時期によりアカカピ病仁対するコムギおよびオオムギの感受性は，窒素肥料では
その多用および施用時期が1月""2月を限界どしておくれるほど大となり発病が憎加した.燐酸お
よびカリ肥料では窒素と逆に，施用量が多くなるほどアカカピ病発生は少なしまた施用時期仁つい
てはそれほどはっきりした傾向ではなかったが，おそいほどアカカピ病感受性を低めるようであった.
降雨仁よる湿潤な天候は病原菌の繁殖に好適であることは菌類一般lこ認められるところであるが，
本病では，降雨があると子のう胞子の飛散が多いことと，開花期仁コムギの感受性が最も高いこと
の二つの主な理由から，開花期の降雨は本病の感染を高め，その後の降雨は発病蔓延仁影響し
た.1953年の発生状況を見ると，比較的発病が多く，乳熟期における降雨後仁急激仁増加し
た. 本菌の侵入は24時間以内仁行われるが， まだ肉眼では発病が認められなかったく第VI章).
Anderson (1948)は開花期に接種し.250Cで36時間多湿仁したものでは. 2日後仁病徴が認
められ， 200Cおよび300Cでは同様仁保っても，接種後6日間病徴がでなかったと報告した.しか
し乳熟後期以後では，降雨の翌日仁発病の増加を観察したことがあるがとれはその前の降雨時仁感
染して潜伏中の菌の発育に影響し，病徴仁発展したものらしい，
Anderson (1948)は麦穂に分生胞子の接種後4日から8日間乾燥が続くか，接種後6時間
多湿で，その後乾燥が続いた場合仁は発病度は減少したと報告している.筆者がコムギ穂仁附着し
た分生胞子の発芽ならび仁感染仁およほす環境条件の影響について調べた結果では， 接種後8日
間晴天にあわせても， その後散水して十分湿潤(240Cで3日間， 1日3回散水Hこあわせれば，晴
天期聞が1日から8日間の問では発病差が認められなかった.これは接種後1週間位の晴天が続
いても，その後十分な水湿が得られれば本菌は感染し得うることを示してやる.これをさら仁詳しく
知るため穂lこ接種した分生胞子を採集して発芽能力の変化を調べた.按穏時の胞子の発芽力は著
しく匹盛な発芽歩合96.5%の胞子を用いたが， 晴天時に1日経過すれば発芽歩合は43.5%とな
り， 2日後lこは5.5%と著しく低くなった.しかし6日後でもなお4.7%発芽したことは，麦穂仁
附着した分生胞子は晴天仁6日間たっても，なお発芽するものが生存していることを示していた.そ
れから晴天に8日間たっても発病し得ることが説明できるわけである.室内仁おいた穂上の胞子li，
屋外の直射光線仁あたったもの仁比べて著しく発芽力が旺盛で，このような無風で，湿度の高い状
態では，胞子の発芽力が長く保持されるようであった.
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